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写真図版 9巻頭写真 1

SD1 河川跡遺物出土状況（東から）

遺跡遠景（北から）



写真図版 10巻頭写真 2

須恵器円面硯・墨書土器

SD1 河川跡出土須恵器



序

本書は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター(平成24年4月1日に財団法人から移行)

が発掘調査を実施した、元宿北遺跡の調査成果をまとめたものです。

元宿北遺跡は、山形県南部の置賜地方に位置する川西町にあります。川西町は置賜の米どこ

ろの一つで、国史跡の下小松古墳群などの著名な古墳や、平安時代の置賜地方の郡街と考えら

れる道伝遺跡などがあり、古くからこの地が開発されていたことがうかがわれます。

遺跡は川西町西大塚に位置し、最上川に合流する元宿川の東岸に立地し水団地帯となってい

ます。周囲の遺跡には大塚城など中世の城館跡が多く分布し、古代から中世の複合遺跡である

治兵衛館遺跡がすぐ南に立地します。

との度、一般国道 113号梨郷道路事業に伴い、事前に工事予定地内に包蔵される、元宿北

遺跡の発掘調査を実施しました。

調査では、奈良・平安時代の河川跡、井戸跡、竪穴状遺構、土坑などが検出されました。河

川跡を中心に8世紀後葉を主体とする須恵器がまとまって出土しました。また円面硯が3点出

土し、周辺に官街や寺院に関連する施設の存在が想定されます。中世では、井戸枠が良好な状

態で残存した井戸跡が確認され、曲物や陶器などの遺物が出土しました。調査事例が少なかっ

た当地方の鎌倉時代の様相を把握するととができるなど、多大な成果を得るととができました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。乙

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先のっくり上げた歴史を学び、子

孫へと伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化

財保護活動の普及啓発や、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりますが、当遺跡を調査するに際し御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。

平成27年3月

公益財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長菅野滋



凡例

1 本書は、一般国道 113号梨郷道路事業に係る「元宿北遺跡」の発掘調査報告書である。

2 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料なEの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

3 調査は国士交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

(平成24年4月1自に財団法人から移行)が実施した。

4 本書の執筆は、菅原哲文・高柳俊輔が担当し、三浦秩夫、小笠原正道、黒坂雅人、伊藤邦弘、斉藤敏行、須賀

井新人が監修した。

5 遺構図に付す座標値は、平面直角座額系第X系(世界測地系)により、高さは海銭高で表す。方位は座樹じを表す。

6 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

SK..土坑 SD・..河川跡・溝跡 SE...井戸跡 SP…ピット sx…性格不明遺構
RP…登録士著書 RQ…登録石鱒 RW…登録木製品 RM・-登録金属製品

7 遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各国に示した。

8 遺物実測図の断面黒塗りは須恵器を表す。また、拓彫断面図の配置は左から内面・外面の順に掲載した。

9 基本層序および遺構覆土の色調記載については、 2008年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標

準土色帖」によった。

10発掘調査、整理作業および本書を作成するにあたり、下記の方々から御指導と御助言をいただいた。(敬称略)

新潟県埋蔵文化財調査事業団高橋保春日真実 新発岡市教育委員会田中耕作鶴巻康志

米沢市教育委員会佐藤智幸佐藤公保 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター中原義史中川佳三

木村孝一郎 福井県一乗谷朝倉氏遺跡資料館櫛部正典 山形考古学会川崎利夫

11 本書の執筆分担は、以下のとおりである。

第I章 菅原哲文・高柳俊輔

第E章 菅原哲文

第E章第1節菅原哲文・高柳俊輔

第E章第2-4節菅原哲文

第N章第1節パレオ・ラボAMS年代測定グル」プ

第W章第2節小林克也(パレオ・ラボ)

第N章第3節棟式会社吉田生物研究所

第N章第4節株式会社東都文化財保存研究所

第N章第5・6節パリノ・サーヴェイ株式会社

第V章 菅原哲文
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写真図版
巻頭写真1 遺跡遠景・ 5D1河川跡遺物出土状況 写真図版22 5D1河川跡・SX3竪穴状遺構・5D8漕跡出土須恵器・

巻頭写真2 SD1河川跡出土須恵様・須恵様円面硯・墨書土器 土師器・陶器

写真図版1 遺跡遠景・調査区全景 写真図版23 SE4・7井戸跡・SK5土坑出土須恵機・土師様・陶

写真図版2 1区調査状況・北西墜断面・井戸枠取上げ作業 器

写真図版3 1区遺構検出状況・ l区SDl河川跡検出状況 写真図版24 SE7・9井戸跡・SD8溝跡'SX18・20・23・25

写真図版4 1区完掘状況・ 1区東側完掘状況 士坑出士須恵捺・士師務・陶器

写真図版5 2区SD1河川跡検出状況・ 1区北西壁断面 写真図版25 認25土坑・遺構外出土須恵艶・土師鶴

写真図版6 1区SDl河川跡南側断面・RP出土状祝 写真図版26 遺構外出土須恵器・土師器・陶磁器

写真図版7 1区SDl河川跡遺物出土状況 写真図版27 遺構外出土陶磁器・土器・土製品

写真図版8 1区SDl河川跡遺物出土状況・完掘状況 写真図版28 SE7井戸跡出土木製品(曲物)

写真図版9 1区SE4井戸跡断面 写真図版29 SE7井戸跡出土木製品(幽物)

写真図版10 1区SE4井戸跡・SX3竪穴状遺構完掘状況・遺物 写真図版30 SE7井戸跡出土木製品(幽物)

出士状況 写真図版31 SE7井戸跡出土木製品(幽物・加工材・板材)

写真図版11 1区SE7井戸跡断商・井戸跡内木製品出土状況 写真図版32 SE7井戸跡出土木製品(板材・井戸枠材)

写真図版12 1区SE7井戸跡曲物・ RWI03出土状況 写真図版33 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版13 1区SE7井戸跡完据状況・西面井戸枠 写真図版34 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版14 1区SE9井戸跡断面・完掘状況 写真図版35 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版15 1区SE7・9井戸跡発掘状況・認5土坑 写真図版36 SE7井戸跡出土木製品(芥戸枠材)

写真図版16 1区SK19・20・21・23土坑・SKll土坑砥石 写真図版37 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

出士状況 写真図版38 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版17 SK25士坑・ SP11-16柱穴 写真図版39 SE7井戸跡出士木製品〔井戸枠材)

写真図版18 SP24柱穴・ 1、2区RP出土状況 写真図版40 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版19 SD1河川跡出土須恵器 写真図版41 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)

写真図版20 SD1河川跡出土須恵様 写真図版42 SE7・9井戸跡出土木製品(井戸枠材・板材)

写真図版21 釦 1河川跡出土須恵機 写真図版43 金属製品・石製品
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I 調査の経緯

1 調査に至る経緯

元宿北遺跡は、一般国道113号梨郷道路事業にによ

り、平成24年度の遺跡詳細分布調査で確認され登録さ

れた遺跡である(山形県教委2014)。梨郷道路は、長

井市今泉を起点とし南陽市竹原に至る 7.2kmの自動車

専用道路で、地域高規格道路「新潟山形南部連結道路(延

長約80km)Jの一部として計画され、長井市内の今泉

交差点の渋滞緩和や事故削減、地域間交流の促進や置賜

地方の活性化等の効果が期待される。

調査に至る経緯であるが、事業区内の「可能性地4J

を県教育委員会が平成24年 11月22目・ 12月5目に

試掘調査を実施した。設定した 10本の試掘トレンチの

内、 3本から溝跡や小柱穴群などの遺構が確認され、奈

良・平安時代の須恵器・土師器等の遺物が出土したこと

から、当該期の集落跡であるζとが明らかになり遺跡登

録された。遺跡の扱いについて関係機関と調整を行った

結果、事業区内について記録保存を目的とした緊急発掘

調査を実施することとなった。発掘調査は、公益財団法

人山形県埋蔵文化財センターが国土交通省山形河川国土

事務所より委託をうけ、平成25年度に実施した。

2 発掘調査の経過と方法

発掘調査の経過について述べる。調査区は、遺跡にか

かる事業区内の3，000rrlが対象である(第1図)。調査

区北側の水田・畑地に地権者が出入りする道路を確保す

る必要があり、この部分を2区として後半に調査するこ

ととし、最初に調査を実施する部分を1区とした。発掘

調査は、平成25年5月20日より開始した。重機によ

りl区の表土除去を5月22日-5月29日の期間で実

施し、併行して遺構の検出を進めた。

6月3臼-7日に l区、 8月26日に2区について

委託業務により基準点測量と格子杭の設置を実施した。

グリッド(地区割り)の設定は、世界測地系を基に、

平面直角座標系第X系:X = -216576.000、y=-

67176.000を原点X=A、Y=Oとし (A-0)，南北

軸(x軸)は南から北へ、東西軸 (y軸)は西から東へ、

4m毎に昇j閣でアルファペットとアラビア数字でグリッ

ド番号を割り当てた(第1図)。

検出された遺構は、番号を登録後精査を行い、必要に

応じて平面・断面図の作成を行ったロ併行して主にデジ

タルカメラと一部中判カメラによる写真撮影を実施し

た。調査区西側は旧河川跡と考えられる SD1が検出さ

れ、東岸を中心に須恵器がまとまって出土した。また、

1基の古代の井戸跡SE4、2基の中世の井戸跡SE7・9

が検出された。 8月9日に 1区の空中写真撮影を実施

した。 8月 10日に発掘調査説明会を開催、 30名の方

が事劫日した。残っていた道路部分の2区は、 8月20-

23日より表土の掘削を行い調査に着手した。 SDl河川

跡の南側の続きが確認されたロ 2区で検出された遺構の

精査や、 1区の井戸跡の精査を進め、 9月 12日に2岡

田の空中写真撮彰を実施した。現地調査は9月20日に

終了した。

3 整理作業の経過

平成25年は、発掘調査終了後、出土遺物の洗浄、注記、

接合・復元、木製品や須恵器・土師樺の一部実測を行っ

た。注記は、遺跡名・地区・出土遺構と層位、出土グリッ

ドを記載した。また保存処理が早急に必要な曲物などの

木製品の保存処理を委託した。また、新潟県埋蔵文化財

センターで土師器の資料比較検討を、新発田市教育委員

会にて中世陶器を中心に資料比較検討を行った。

平成26年は、残った遺物の実視I図作成と拓本作成を

完了し、木製品・金属製品の保存処理を業務委託した。

また、遺物の年代測定、樹種同定、胎土分析など理化学

分析を業務委託した。掲載遺構と遺物実iJIlJ図はデジタル

トレース作業を行い図版編集を行った。遺物は主にデジ

タルカメラで写真撮影を実施し写真図版を版組した。ま

た米沢市教育委員会にて大神窯跡出土須恵器の資料比較

検討、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターで越前焼の

資料比較検討を実施した。遺構・遺物の分析を進め報告

書の文章者E執筆し、平成27年3月に報告書を刊行した。
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1 地理的環境

川西町が所在する米沢盆地は、東部は奥羽山脈に属す

る豪士山、駒ヶ岳や栗子山、西部は飯豊連峰よりゆるや

かに連なる玉庭丘陵、南部は吾妻山系、北部は南陽市の

山々によって挟まれた断層陥没盆地である。その形状は、

北に広く聞き、南に狭い菱形状で周囲の山々と接してい

る。南北の長さは約24km、幅は北部で約 18km、南部

で約6kmである。中央部を、吾妻連峰を源とし米沢、

山形、新庄の各盆地を抜け、庄内平野を涜れ日本海へと

注ぐ最上川が北上し、広大な後背低湿地は古くから豊か

な穀倉地帯となっている。町の面積は 166.46km2、人

口は約 1万6千人、主な産業は豊かな自然を利用した

農業が盛んで、庄内平野に次ぐ米どころである。良質な

米ときれいな水から生まれる地酒や、米沢牛の生産も高

く評価されている。町内の「川西ダリヤ園」は、 10万

本のダリヤを咲かせ、船Eの名所となっている。歴史的

遺産としては、古墳時代前期の前方後方墳で著名な天神

森古墳や、 200基におよぶ群集墳により構成される下

小松古墳群 (2000年に目指定史跡)があり今後の史跡

としての活用が注目されている。

元宿北遺跡は、川西町中心部から約5km北西の、西

大塚字元宿北に所在する。標高は206mを測り、松川

左元宿川との聞に形成された低地の谷底平野に立地す

る。遺跡の西側 100mには、元宿川が北読し、北へI

M の地点で松川に合流する。遺跡および周囲は水田と

なっている。

2 歴史的環境

元宿北遺跡が所在する川西町は、旧石器時代から近世

にかけての多くの遺跡が分布している。

旧石器時代では、尼カ沢遺跡・千松寺遺跡が確認され

ている。旧石器時代後期である。

縄文時代であるが、下小松に所在する千松寺遺跡は、

県内でも検出例が少ない縄文時代単期の住居跡が検出さ

れている。その他、尼カ沢遺跡・塩ノ沢遺跡・平谷地遣
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跡などが確認されている。一方、弥生時代の遺跡につい

ては、町内でまだ確認されていない。

古墳時代に入ると、前期では米沢盆地平野部に比較的

大型の古績が分布するようになるロ米沢盆地中央に位置

する前方後方墳の米沢市宝領塚古墳、盆地北部の南陽市

には前方後円墳の稲荷森古墳、川西町では前方後方墳の

天神森古墳が築かれる。川西町西部の玉庭丘陵には6支

群約200基にわたる大古墳群である下小松古墳群が存

在する。古墳時代前期の永松寺支群、中期の鷹待場支群・

薬師沢支群・尼カ沢支群、後期の小森山支群・陣が峰支

群が継続して築造されている。町では明治大学の協力を

得て継続的に調査を実施しているロ 7世紀から8世紀初

めになると、高畠を中心とする東部で横穴式石室をもっ

古績が築造され続ける。黒川左岸の低位段丘上には穴塚

墳丘群がある。未調査のため詳細は不明であるが、終末

期古墳の可能性も考えられている。

町内の古墳時代集落跡であるが、治兵鮒自遺跡で前期

から中期の4棟の竪穴住居跡が検出された(川西町教

委 1999)。後期では、太夫小屋2遺跡で竪穴住居跡37

棟が検出された。内21棟からは炭化材や燐土が確認さ

れ焼失住居と考えられる。祭面E遺構からは手控ね土器

やミニチュア土器がまとまって出土した(山形県埋文

2001)。他に後期ではカノウ檀遺跡がある。

置賜の地名が所見されるのは、日本持続天皇三年条

(689)の「陸奥園優曙雲郡城養蝦夷脂利古男麻呂云々…」

で、その内容から7世紀後半段階において、ある一定規

模の城柵あるいは郡輔の存在が推定される。奈良・平安

時代では、本遺跡から商西2.5km~こ、置賜郡衡の比定

地のーっとして川西町下小松に所在する道伝遺跡があ

る。 9世紀後半から 10世紀前半頃の置賜郡衡と考えら

れており、囲勇施設や大規模な建物群が検出され、風字

硯のほかに大溝からは寛平8年 (896)銘の木簡が出土

している。中郡という旧村名は置賜郡に由来すると考え

られている。また、南へ5.5kmには、筏地業を施した

建物が検出された太夫小屋1遺跡がある。当遺跡は、 8

世紀末から9世紀中頃における置賜地方の中心的官衡と



推定されている。布掘極地業建物跡3棟、及び大型の礎

板~敷設した掘立柱建物跡6棟を含む規則的配置をとる

建物跡が13棟確認された。軟弱地盤における大型建物

の沈下を防ぐ工夫と考えられる。円面硯34個体、風字

硯 14個体が出土し、県内最多の陶硯の出土数である(山

形県埋文2001)。本遺跡から北へ約8.7kmの丘陵には、

8世紀中葉から須恵器を生産していた壇山黛跡・大神黛

跡があり、 10基あまりの窯跡が確認されている。とれ

らの窯跡で焼成された須恵器は、米沢盆地内の官街関連

遺跡から多く出土しており、置賜郡精の官窯的な窯跡の

可能性がある。また、北西約2.4kmに加賀塚窯跡、北

西約2.6kmには蛇崩窯跡がある。加賀塚窯跡は長井市

教育委員会によって調査が行われ、 9世紀第3四半期頃

の操業と考えられている。蛇崩窯跡は県埋蔵文化財セン

ターにより調査が実施され窯跡1基が検出された。 9世

紀後半の操業と考えられる(山形県埋文2006)。

奈良・平安剛切集落跡では、本遺跡に近接する治兵

衛館遺跡で9世紀代と考えられる竪穴住居跡、溝跡、土

坑が検出されている。太夫小屋2遺跡では、平安時代の

竪穴住居跡や掘立柱建物跡、太夫小屋3遺跡では竪穴住

居跡2棟が確認され、 8世紀後半から9世紀後半の時期

になる。

中世に入ると、荘園経営の発展さらには武士の進出と

ともに農地の拡大がはかられていった。文治元年(1185)

に源頼朝は平家を壇ノ浦で滅亡させた。平泉の藤原氏を

奥州征伐で討ち奥羽を平定した。鎌倉幕府設立の功労者

であった大在広元は出羽国寒河江の庄と長井郷(置賜)

を与えられたとされる。長井郷は二男時広が領有し、畏

井氏を名乗った。鎌倉幕府滅亡後も、長井氏は足利氏の

側近として代々室町幕府の要職につく。

天授6年(1380)陸奥伊達郡の領主、伊達宗還は置

賜へ侵攻しとの地域を制圧した。十五代晴宗の代に、天

文 17年 (1548)九月に米沢城へ本拠を移した。伊達

家の天文7年 (1538)九月三日御段錨古帳には、川西

町の各村落(大塚・上小松・下小松など)の名称が記

載されている。晴宗公釆地下賜録の天文 12年 (1584)

下長井段錨帳には、伊達家臣の知行地が記載されている。

文書には川西地区の郷村名に「さいけJ(在家)とつい

たところが数多くみられ、その名称が現在も地名に残っ

ている所が多い。伊達氏の一般家臣は地頭として村に居
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住し百姓を支配した。地頭の所領は居住する屑屋敷、在

家、領地から成り立っていた。在家は、屋敷・田・畑を

まとめての呼称であり、家の周囲老農業用水をかねた館

堀で囲み、その中は大体一町歩程の面積があり菜園が含

まれていた。

川西町内には多くの城館跡があるが詳細がわかるの

は、伊達氏の時代である。長井氏以前は詳細不明が多い。

主な城館跡について述べる。川西町史によると林崎館

は現在の大塚城に相当し、伊達氏の天文の割以後に、功

労者の重臣であった大塚将監が大塚下総守の知行の林崎

館をつぎ、大塚氏を継いだとされる。城の規模は東西

120聞 (216m)、南北80聞(144m)にわたる。町

指定文化財である牛谷家の門は、大塚域の大手門であっ

たが、貞享3年(1686)牛谷氏が松森から現在のとと

ろに移った時、その大手門を移したものであるという。

洲島館は、東西 120m、南北150m、現在も館跡と

して残り、畑・水田(幅20mの堀跡)、城主の記録が残る。

小松城は犬川右岸に築かれた平城で、現在は町立新山

中学校の跡地となっている。伊達氏以前の長井氏時代に

すでに築城されたと考えられている。天授6年伊達宗遠

が置賜に侵入した時に小松城にいたのが長井氏の家臣で

あった船山因幡守であったとされる。伊達氏支配後の

最初の城主は大町修理亮貞継である。享禄2年の大円寺

棟札には、桑折播磨守最長とあり小松城主とされるロ天

文の乱以後桑折へ移動し、牧野弾正左衛門久仲が城主と

なったが、元亀元年 (1570)奉行中野宗時の反乱の際、

鎮圧後の処理のため再び城主となっている。

原田城は現在ダリア公園の敷地になっている。伊達氏

の原田甲斐守の城とされる。本郷館は洲島字本郷に所在

し、伝承では洲島城主湯固肥前守の甥であった尾島左馬

丞という人物が居たとされる。尾長島館は、伊達氏の臣

従五位甲斐守の居城とされる。

治兵衛館は、西大塚元宿、現在の大塚小学校の敷地に

所在する。規模は「天正年問屋敷ー町歩石高六百石」

とされる。伊達政宗の時代、大塚氏に仕えた那須治兵衛

の居館とされる。那須氏は、天正 19年 (1591)の伊

達氏移封の時、 ζの地で帰農し開拓を行ったとされる。

大場村には帰農した武士が多い。大塚城主大塚宗頼は帰

農したが、子供たちは政宗に随行したとされる。

天正 19年、伊達政宗は岩出山に移り、置賜は蒲生氏

3 



回開発カ情われた。代表的なものとして、寒河江源兵衛

が中心となり慶長14年 (1609)から 18年までかかっ

て完成した大塚堀、川西町西部の長堀堰、鬼面}I[から取

水した堀金堀、商山堰などがある。米以外の特産として、

膏苧や瀦があり、米沢藩の重要な特産品であった。上杉

鹿山公の頃から生産カ可制された。江戸時代、小松は宿

場町として発展した。上小松・中イ、松は越後街道によっ

て人々の往来が多く、物資輸送の拠点をなす場所であっ

た。上小松は伊達時代に金子備前によって町寄jりさ.fl...

江戸時代には伝馬カT配置され宿場として整備さ札馬市

遺跡の位置と環境

郷の領地となった。豊臣秀吉は伊達氏の所領であった伊

達・信夫・置賜を蒲生氏郷に与えた。蒲生氏が宇都宮に

転封となった後、置賜は上杉氏の慣地となる。慶長5年

(1600)関ヶ原の戦以後、慶長6年に上杉氏は徳HIから

領地の大半を取り上げられ、伊達・信夫・長井〈置賜〉

の三郡三十万石を上杉領とした。上杉景勝は米沢に入部

し暗下の整備を行った。以後、川西町はE戸時代を通じ

て米沢藩領となった。米沢の城下にいた家臣により開拓

カ噛められた。大塚では、他屋町・中ノ他屋・東ノ他屋

なEの部落名'Ii鳴っている。新たに用水堀が開削され新

E 
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E 遺跡の位置と環境

仁コ旧河道

. 河川

仁コ河原

口融地

仁コ段丘 (111) 仁コ地すぺり30%

口谷酔野・河聞低地白地すべり鍍

口扇糊 圃 人工臨地.崖 仁ゴため池
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E 遺跡の位置と環境

日 時令，'W"lU
※国土地理院発行2万5千分の l地形図「羽前下松」・「米沢北部」を 112に縮小して使用 第3図遺跡位置図
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E 遺跡の位置と環境

表 1 遺跡地名表1

番号遺跡名 種別 時代 番号遺跡名 種別 時代

l 元制咽跡 集落跡 奈良・平安・中世 60 根岸屋敷 館 中世か

z 治兵衛館遺跡 集落跡・館 古墳・平安・戦国 61 内館 館 中世か

3 八幡遺跡 集落跡 奈良・平安・中世 62 玉館 館 中世か

4 牛谷館 館 戦国 63 古館 館・居館 室町

5 大塚遺跡 中世 64 道長講師 官街 奈良・平安

6 八幡館遺跡 縄文 65 招城 橋 中世か

7 大塚城 館 鎌倉 66 押川遺跡 集落跡 平安

8 伊勢屋政 館 中世か 61 谷地在家 館 戦国

日 坂井屋政 館 中世か 68 佐野屋敷 館、居館 鎌倉

10 藤内屋駁 館 中世か 69 小議山、舞台山古墳群 墳墓 古墳終末・飛鳥・奈良

11 平館 館 中世か 10 佐野遺跡 集落跡 平安

12 加藤館 館 戦国 11 六角遺跡 集落跡 平安

13 林崎館 館 室町 12 片町東遺跡 集落跡 平安

14 嶋棒鱈 館 中世か 13 小松崎貫屋敷 館 中世か

15 寺崎館 館 戦国 14 飛行壇遺跡 中世

16 皆川館 館 戦国 15 尼カ沢遺跡 旧石場・調文

11 寒河江館 館 戦国 16 尼カ沢土壇遺跡 墳墓 中世

18 黒沢館 館 戦国 11 尼カ沢経塚遺跡 経塚 中世

19 荒小屋遺跡 包蔵地 古墳 18 下Jj~陸山墳丘群{尼カ沢支群)墳墓 不明

20 仲神遺跡 散布地 平安 19 カノウ壇遺跡 中世

21 仲神館 館 戦国 80 千松寺甫遺跡 平安

22 櫨劇樋跡 集落跡 奈良・平安 81 尼が沢古墳都 墳墓 古墳終末・飛島・奈良

23 八幡西遺跡 散布地 奈良・平安 82 尼カ沢南遺跡 中世

24 大林遺跡 旧石器・縄文・平安 83 千松寺遺跡 集落跡 平安

25 士自館 館 戦国 84 正安寺古墳群 墳墓 古蹟終末・飛島・奈良

26 朽谷館 館 中世か 85 下小松山墳丘群 墳墓 古代~中世

21 菅原館 館 戦国 86 塩の沢遺跡 散布地 縄文

28 梅樟館 館 中世か 81 井上館 館 戦国

29 回帝j館 館 安土・桃山 88 11、相吸 館 南北朝期

30 漕六清水遺跡 包蔵地 奈良・平安 89 天神軍基古境 墳墓 古墳前期

31 安海壇遺跡 墳墓 中世 90 天神南遺跡 散布地 縄文・平安

32 壇場遺跡 91 船山鎗 館 戦国

33 商八ヶ森遺跡 祭犯跡 不明 92 大内屋敷 '自 中世か

34 根岸館 館 中世曲、 93 原因城 城砦 中世か

35 原前屋敷 館 中世か 94 平野地遺跡 集落跡 縄文

36 大棒賀館 館 中世曲、 95 平谷地古墳群 境基 古噴・飛鳥・奈良

31 ~t八ヶ森遺跡 散布地 旧石器 96 メ;jf.院経塚遺跡 経司匝 中世

38 今泉広繍跡群 繍跡 平安 91 東陽寺遺跡 散布地 平安

39 加賀塚繍跡 繍跡 平安 98 置賜山土壇遺跡 境基 中世

40 蛇崩黛跡 無跡 平安 99 平谷地遺跡 集落跡 縄文中耳目

41 源徳原館跡 城館員事 中世か 1∞ 金堀清家洞窟遺跡 中世

42 河井山古墳群(両州I渇跡群}包蔵地・古墳 旧石器・古墳 101 羽山館 館 戦国

43 東峯山遺跡 集結跡 旧石器・奈良・平安 102 八幡原遺跡 縄文

44 黒沢中館 館 室町 103 北館南館 館 戦国

45 黒沢館 館 室町 104 籍制官 館 中世か

46 黒制図書跡 城館跡 室町 105 穴塚境丘群 境基 奈良。

41 歌丸館跡 城館跡 戦国 106 太夫小屋1遺跡 官街関連 平安

48 今泉館跡 城館跡 戦国 107 太夫小屋2遺跡 散布地 古噴・平安

49 二ツ壇跡 塚跡 不明 108 太夫小屋3遺跡 集落跡 奈良・平安

50 陣ケ峰館 館 平安 109 柳事閣 城砦 戦国

51 τ小松古墳群{陣が峰支群) 墳書 古墳 110 柳事調 城砦 戦国

52 τ小松山墳丘群{永松寺支群)墳菖 古墳 111 茨虫屋敷 館 中世か

53 τ小松山墳丘群{永松寺支群)墳菖 古墳(4世紀) 112 飛長消却宮 館 鎌倉

54 τ小松山墳丘醇{中間主癖) 墳菖 古墳 113 相馬山遺跡

55 τ小松山墳丘醇{永松寺支癖)墳墓 古墳 114 西相馬山遺跡 縄文

56 τ小松山墳丘醇{薫飾沢支癖)墳墓 古墳 115 大西屋敷 館 中世

51 τ小松山墳丘群{中間主癖) 墳墓 古墳 116 甫相馬山遺跡

58 τ小松山墳丘群(Jj~支癖)墳墓 古墳 111 虚空蔵山遺跡 集落跡 縄文・奈良

59 τ小松山墳丘群{尼カ沢支癖)墳墓 古墳 118 塩山古窯群 窯跡 平安・奈良
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遺跡の位置と環境E 

時代

中世か

中世か

縄文

峨園

縄文{晩期)

平安

縄文

縄文

奈良・平安

古墳{終末期)

縄文{前期)

縄文

縄文

縄文

縄文

奈良・平安

戦閏

縄文

縄文

縄文

戦閏

縄文

縄文{早・前期}

旧石器

縄文

縄文・奈良・平安

縄文{後・晩期)・奈良・平安

中世か

古墳

古墳

古墳

縄文{早・前・中期)・奈良

平安

平安

戦国

古墳

劃

一

館

館

制

脚

抑

制

抑

制

鮒

革

問

問

問

問

問

抑

制

出

向

詰

謹

一

掃

掘

調

細

見

脚

捕

番号遺跡名

155 育野在家

156 孝右衛門屋敷

157 :1描因遺跡

158 梨郷商館跡

159 小山B遺跡

160 小山西遺跡

161 経塚山商遺跡

162 小山A遺跡

163 平野台黛跡

164 梨郷台墳群

165 中島平遺跡

166 平野A遺跡

167 平野C遺跡

168 平野B遺跡

169 長崎部臨書

170 竹の俣遺跡

171 小開館跡

172 稲荷前遺跡

173 水よ遺跡

174 菅沢遺跡

175 下伊佐沢館跡

176 中屋政遺跡

177 ヌゲッポ遺跡

178 河井山E遺跡

179 西前遺跡{荷#山遺跡群}

180 蕗畑遺跡

181 南沼B遺跡

182 寵樹山館跡

183 竜樹山古蹟群

184 稲荷山古墳群

185 経塚山古墳群

186 宮城溜跡

187 松木壇遺跡

188 宮城墳墓

189 梨勝J、館跡
190 天王山古墳群

か

か

か

剛

一

般

柑

胴

柑

嗣

倫

相

噌

齢

備

刊

備

刊

柑

齢

鞭

鞭

鵬

鵬

柑

柑

柑

胴

胴

胴

胴

細

柑

柑

柑

柑

鏑

融

胴

措

胴

種別

館

館

館

館

館

館

集落跡

館

働

集落跡

館

館

館

館

集落跡

館

館

館

集落跡

館

館

館

館

館

館

館

館

館

館

館

館

館

遺跡地名表2

遺跡名

中洗遺跡

与惣兵衛屋敷

高豆楚館

平賀屋敷

長谷鶴屋敷

近藤屋敷

若部屋敷

黒川遺跡

樋口館

十左衛門屋敷

黒川I遺跡
岡崎御殿

四谷遺跡

大坊遺跡

伊鄭伝屋敷

大坊屋敷

黒川遺跡

長浬屋放

八日町屋敷

大河原屋敷

林在家

青木館

馬場屋政

布施館

棒右稲門屋敷

畑中館

角ノ目館

高山島貫屋敷

庄左衛門屋敷

瀬兵衛屋敷

地蔵塚遺跡

三十郎屋敷

普之丞屋敷

吉田館

吉田中遺跡

主計館

表2

ロヲ一

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

u
F
一
1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

E
一
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

県が合併統合し現在の山形県となる。明治 11年(1878)

に郡制をしき川西地区は東置賜郡に入るとととなった。

明治22年 (1889)町村制施行により新しく村が誕生

が立った。

徳川幕府は慶応3年 (1867)徳川慶喜の大政奉還に

より終嘉を迎えたが、その後、旧幕府軍と官軍による戊

したロ大塚地区は大爆村、西大塚材、東大塚村が合併し

大塚村となり村役場が置かれた。太平洋戦争後、昭和

30年1月1日より、小松町、大塚村、犬川村、中郡村、

玉庭村が合併し、川西町となり現在に空っている。

辰戦争に米沢藩もまきとまれていく。明治元年 (1868)

に米沢藩は官軍側に降伏、明治4年 (1868)に廃藩置

県により米沢藩は廃止され米沢県となった。同年 11月

に置賜県となる。明治9年には、山形県・鶴岡県・置賜

引用・参考文献

川西町史編さん委員会 1919 町11西町史上巻』川西町
川西町史編さん委員会 1983 WIII西町史下巻』川西町
川西町教育委員会 1999 r治兵衛館遺跡発揚調査報告書』 川西町埋蔵文化財調査報告書第17集
長井政太郎・工藤定雄 1967 W中部村史』 中部村史編さん委員会
那須信一 1972 r大塚村則
山形県教育委員会 1995 r山形県中世城館遺跡調査報告書第1集(置賜地場』
山形県教育委員会 2014 W分布調査報告書 (40).1 山形県埋蔵文化財調査報告書第218集

財団法人山形県埋蔵文化財センター 2001 W太夫小屋1・2・3遺跡発掘調査報告書』 山形県埋蔵文化財センター調査報告書第81

集

財団法人山形県埋蔵文化財センター
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E 遺構と遺物

E 遺構と遺物

1 遺跡の概要と層序

検出された主な遺構は、井戸跡が3基竪穴状遺構が

1基、溝跡、土坑、河川跡である。昭和30年代に行わ

れたほ場整備の影響で、旧地表面は削られている箇所が

多く、調査区の東端や南端にかけては深く撹乱が入り遺

構が検出されない。また、北東から南西方向に現代の暗

渠が複数入り遺構を切っている箇所がある。遺構の分布

であるが、調査区の西側にSDl河川跡が南北方向に涜

れ、河川跡のすぐ東側に土坑がまとまって分布する。ま

た、河川跡から東側へ約20-40mやや離れた地点には、

SE4・7・9などの井戸跡が構築されている。河川跡の

西側は、 SPII-16・24などの小柱穴群が分布するが、

そのほかは近代以降と恩われる耕作跡なEが多い。との

地区は遺構の分布が希薄となり、遺跡西側の縁辺になる

と思われる。

基本層序を第9・10図に掲載した。大別層は、 1-

N層増E設定した。 1a層は表土(耕作土)で褐灰色シル

トであるロ 1b層も内容は同様であるが、酸化鉄を多

く含むロ E層は表土の下層である。 a-cに細分される。

IIa層は褐灰色の粘質シルトである。部分的にグライ化

する。 IIb屑は褐灰色シルト層で、にぶい黄檀色シルト

ブロックを含む。 11c層は、灰黄褐色砂質シルトで表士

と地山の漸移層である。遺構が検出される面をE層とし

た。地点によって2つに分属される。 ma屑は、灰黄色

砂質シルトである。 mb層は黄褐色砂質シルトである。

N層は褐色砂賀シルトで、 lmm以下の砂を20%含む。

皿層の一部の可能性もある。SD1の検出面となっている。

2 奈良・平安附号の遺構と遺物

A 河川跡

501河川跡(第 11-13図)

1 .2区の C-7- 10、D-5- 11、E-6- 11、F-8

~ 11、G-8- 12、H-8- 13、1-8~ 13、J-9- 13、

K・11-13、1-13グリッドで検出されたロ長さ 41.1m、

幅 11.4~ 12.5 m、南西から北にかけてゆるやかに曲

がるロ覆土は、 Fla.Flb、F2、F3層を設定した。 Fla

は灰黄褐色シルト層で、遺物の出土は少ないが、下層の

Flb層との境界より遺物が出土する。 Flb層は、褐色シ

ルト層で当屑より奈良・平安時代の須恵棋がまとまって

出土する。F2は灰白色粘賀シルト屑で、無遺物層である。

F3層は黄灰色シルト屑で、無造物層である。 SDlは深

さ約40cmを掘り下げたが、 F2・3層より遺物の出土

がないため、 F3層の下面で掘り下げを止めている。い

ずれの堆積層もシルト層であり、ほとんど涜れがない状

態で堆積が進んだものと思われる。他遺構との重複関係

であるが、埋没後にSD2に切られる。また、南端は撹

乱を受けている。

遺物は、東岸老中心に D-I0、E-ll、G-ll・12、

H-ll・12、1-11-13、J-ll-13、K-ll~ 13から出

土している。遺存状態が良好で摩耗したものはほとんど

認められない。河川跡が概ね埋没して涜れがなくなった

後に、東側から廃棄されたと思われる。

SD1出土遺物を第24図 1-第 27図64に示した。

1-4・7-9は須恵器郊であるロ底部がある資料は、

全て回転ヘラ切りになる。器形であるが、 1• 3は底部

付近ややや丸みをもち口縁にかけて直線的に外傾する。

2は底面に「井」と恩われる刻書が確認される。 9は底

部のみ残存し、底面に墨書が確認された。文字はちょう

ど割れ口にかかる位置にあるため、 iXJとも見えるが、

欠損部にも文字が展開する可能性もあり断定はできな

い。 5・6は口縁部のみ残存する資料で、須恵器杯と推

定される。 10・15は高台付杯、 11-14・16-18は

稜碗である。 10は底部から体部にかけて丸みをもって

立ち上がり口縁部が少し外反する。高台が事属する。稜

碗はいずれも底部から体部にかけての資料で、口縁まで

接合する個体はない。底面の調整が確認できるものは、

すべて回転ヘラ切りと恩われる。 19は須恵器双耳杯の

把手部分である。両面にケズリ調整が認められる。 20

は土師器の杯と恩われ、体部中央のみが残存する。遺存

状態は良くなく、器面が荒れている。内面黒色処理が

9 



E 遺構と遺物

施される。 21-31は須恵器蓋である。天井部が残存

するものは回転ヘラ切り後に、ヘラ削り調整を施すも

のが主である。 21は、ほぽ完形となる。蓋の末端のカ

エリは置になるもの (21・22・24・30)、折り返しに

なるもの (23)、カエリがないもの (29)などバリエー

ションがある。 32は体部のみの破片で全体の形状は不

明であるが、須恵器鉢と思われるロ 33-36は須恵器

壷である。 33は口縁部を欠くが短頚壷と思われる。外

面・内面に自然舶がかかるが被熱により残存状態が良く

ない。 34は体部上の外商にタタキの痕跡が認められる。

35は口縁部で焼成は良好である。 36は壷の休部上半で

胎土や焼成が良く外面に自然舶がかかる。 37-52は

須恵器聾と思われる。 37は口縁部、 38以下は体部であ

る。内面のアテ痕にバリエーションがある。同心円状の

アテ痕 (38・39・41・44・50)・平行のアテ痕 (40・

48)・格子目状のアテ痕 (46)、小石状のアテ具の痕が

認められるもの (42・43)など多様である。土師器の

出土は少ないが、土師器桶 (53)・聾 (54-59)など

が出土している。破片資料で全体の形状が復元できるも

のはない。 60・61は士師器の支脚と考えられる1)0 出

土グリッドは同じで岡→困休の可能性もあるが接合しな

かった。輸積みによる成形で、部分的に積み上げ痕が認

められる箇所がある。外面にケズリ、内面にナデが入る。

被熱により赤変している。 62は須恵様のとね鉢である。

体下半から底部が残る。底部内面には、直径約5mmの

穿孔が入るが、下まで貫通しているのは少なく貫通孔も

きわめて小さい。底部中央は焼成後に穴があけられてい

る。63は須恵器円面硯で、圃脚部破片のみの残存である。

中央に器面を一周すると恩われる沈線と、 19X10mm 

ほどの方形文が描かれ、断面には透かしの痕跡が確認さ

れる。方形文と透かしが交Eに入ると思われるが、単位

や透かしの形状は不明である。

B 性格不明遺構

SX3竪穴状遺構窃 14図)

1区のH-13・14、1-13グリッドで検出された。平面

形は隅丸の不整方形を呈し、長軸354cm、短輸290cm、

深さは49cmである。覆士は3層に分かれ、覆士2層

中から須恵器などの遺物や礁が出土する。覆土2-4屑

より出土した礁は、被熱により赤変したり煤で黒変して

10 

おり、カマドなどに使用されたものが廃棄されたものと

恩われる。最下層は、黒褐色の貼士と恩われる層が確認

されている。西半部分は掘り込みが深いが、東半分は浅

く平坦になる。削平により上面が削られており、本来は

東側を中心に平面がより広がっていた可能性がある。出

土遺物は、第27図66須恵穂高台付杯・ 67須恵器蓋・

68 (Rp55)・69須恵器重であるロ遺構の時期は奈良・

平安時代と考えられるロ遺構の性格は不明であるが、貯

蔵施設などの役割が想定される。

C 井戸跡

SE4井戸跡(第15困)

l区のM-18・19、N-18・19グリッドで検出された。

掘方の平面形は円形を皇し、長輔358cm、短輸324cm

の規模である。中央に井戸枠を据えたと，恩われる掘方は、

1辺約115αnの方形を呈する。深さは 138cmであるロ

外側の円形の浅い掘方は、井戸が使用されなくなった際

に、井戸枠などの抜き取りを行った際に形成されたもの

と恩われる。覆土であるが、 F1-6屑は黒褐色シルト

を基調とし、地山由来のにぷい黄褐色シルトブロックを

多く含み、人為的に埋め戻された様相がうかがわれる。

4層以下は含有物をあまり含まない層である。井戸内に

は、井戸枠や杭材などは残されていなかったが、構造は

井戸枠を据えていたものと想定される。他遺構との重複

であるが、 SD8に切られる。

遺物は第28図71-87が出土した。 71-74は須

恵器坪である。 71・73の底部は回転ヘラ切り、 74は

回転糸切り、 72は底径がやや小さく、磨滅し底部の調

整等は不明である。 75はやや深身の杯類と恩われる。

76・77は須恵器蓋である。小破片のため全体の形状

は不明である。 78・79は須恵器聾の体部破片である。

80は土師器杯類の口縁部で、内面黒色処理が擁される。

81は土師器杯の底部と思われるが磨滅している。 82-

84は土師器蔓であるロ 82は口縁部、 83・84は体部破

片である。 85-87は中世陶器である。 85は赤褐色の

無軸の費器系陶器で、賓の体部破片と恩われる。 86は、

須恵線系陶器聾類の体部破片である。 87は無紺の査機

系陶器で蔓などの体部中央付近の破片と思われる。遺構

の時期は覆土より中世陶器が出土するが須恵器・土師器

の出土が集中しており、奈良・平安時代と考えられる。



D 土坑

SKS土坑甥20図)

1区のF-20グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸90α払短軸66cm、深さは85αnであるロ

断面の立ち上がりは急で，南西壁は垂直に近い。覆土は

6層にわかれ、黒色シルトが主体である。覆土3・5・

6層は炭化物や植物遺体の含有が多くなる。出土遺物は

第28図88須恵器杯の口縁部・ 89士師器杯である。遺

構の時期は覆士中の遺物を考慮すれば奈良・平安時代に

帰属される。

SK10土坑(第20図)

1区のK-17・18、L-17・18グリッドで検出された。

平面形は円形を呈し、長軸 112αn、短軸 106cm、深さ

は108cmである。底面は比較的平坦で、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。覆土は9層に分かれる。 1-6層は自然

堆積と考えられる。 9層は黒色が強く有機質を含む。覆

士1層より士師器蔓の小破片が出土している。遺構の時

期は奈良・平安時代と考えられる。

SK17土坑(第21図)

l区の1-14グリッドで検出された。平面形は隅丸方

形を呈し、内側にオーバーハングする。長軸は 100cm、

短軸は96cm、内部の最大径は 130cm、深さは48cm

である。覆土は8層に分かれ、黒色シルトが主体であるロ

遺物は覆土1層より土師器賓の小破片が出土している。

遺構の時期は奈良・平安時代と考えられる。

SK18土坑(第21図)

1区のG-13・14グリッドで検出された。平面形は楕

円形を呈し、長軸182cm、短軸128倒、深さは75cm

である。覆土は6層に分かれ、黒褐色~褐灰色シルトが

主体である。壁面の立ち上がりは急である。遺物は覆

土中から第29図109須恵器聾の休部破片が出土したロ

遺構の時期は奈良・平安時代と考えられる。

SK19土坑(第21図)

1区のF-14グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸 112αn、短軸96cm、深さは62αnである。

壁面の立ち上がりは急である。覆土は7層に分かれ、黒

褐色シルトが主体である。1-5層は自然堆積層、 6層

は地山由来のブロックを含み、人為堆積層と考えられる。

遺物は須恵器杯類の体部破片が出土しているが詳細な時

E 遺構と遺物

期は不明である。遺構の時期は奈良・平安時代と考えら

れる。

SK20土坑(第21図)

1区のF• G-15グリッドで検出された。平面形は円

形を呈し、長軸160ロn、短軸146αn、深さは30cmで

ある。壁の立ち上がりは緩やかで断面形は皿状を呈する。

覆土は4層に分かれる。黒色シルトを主体とし、地山由

来のにぶい黄櫨色シルトプロックを含み、人為雄積と考

えられる。出土遺物は覆士1層から第29図110須恵

器双耳杯が出土した。遺構の時期は奈良・平安時代と考

えられる。

SK21土坑(第22図)

1区のF-14グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸88αn、短軸82αn、深さは21cmである。

覆土は2層に分かれ、黒色シルトが主体であるロ断面形

は皿状を呈する。遺物は土師器の小破片が出土している。

遺構の時期は奈良・平安時代と考えられる。

SK23土坑(第22図)

1区のK-19グリッドで検出された。平面形は不整形

を呈し、長軸92cm、短軸66αn、深さは 18cmである。

覆土は3層に分かれ、黒褐色シルトが主体である。出土

遺物は第29図 111侃P63)須恵穂高台付杯が出土し

ている。底部のみの残存で、底部は回転ヘラケズリ調整

で高台は打ち欠かれている。遺構の時期は奈良・平安時

代と考えられるが、撹乱の影響が及んでいる。

SK2S土坑(第22図)

2区のL-15グリッドで検出された。平面形は楕円形

を昼し、長軸 130cm、短軸100cm、深さは49cmであ

る。壁画の立ち上がりはやや急で断面形は台形状である。

覆土は9層に分かれ、上層は黒色シルトが主体で遺物が

出土する。下層は、黒褐色~褐灰色シルトが主体でおる。

遺物は覆土Fl層からの出土が多い。第29図112須恵

器坪・ 113-116但P156)須恵器聾・第30岡117・

118土師様賓が出土した。 113(RPI55)須恵概要は

底部で外面に平行タタキ、内面にアテが施される。 114

は口縁部で、外面に波状文が施される。遺構の時期は、

廃棄された遺物より、奈良・平安時代に帰属すると考え

られる。

E 遺構外出土遺物
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E 遺構と遺物

須恵器・土師器也容30・31図)

遺構外から出土した奈良・平安時代の遺物は、須恵様

119 ~ 125・127~ 131、133~ 151、士師器 126・

132・152である。以下、器種別に内容を述べる。

119・121は、須恵器杯類の口縁部破片である。

120a . bは須恵器杯で、同一個体であるが接合しな

い。焼成はあまり良くなく調整が不明瞭である。 123

~ 125は須恵器坪底部で底面は回転糸切り調整である。

126は土師器坪の口縁部破片で内面黒色処理が施され

る。 127は須恵器双耳亦である。把手や底部は欠けて

いる。 128は須恵器稜碗である。底部は回転ヘラ切り

調整である。 129は須恵器高台付杯で、高台は剥落し

ている。 130は須恵器高台付亦で底部は回転糸切りで

ある。 131はやや大型の須恵器高台付杯であるが、焼

成不良の個体である。 132は土師器高台付杯で内面黒

色処理が施され、やや磨滅する。 133-136・138は

須恵器蓋であるロ 133・134にはカエリが付く。 138は

内面縁が磨滅剥落しており、カエリがあった可能性もあ

る。 137は須恵贈査の口縁部破片である。 139・140は

円面硯である。 139は、圏脚の上半部と一部硯面が残

存する。休部上には突帯がつき突帯上には三本の平行洗

練が施される。硯面には外堤の痕跡があるが剥落してい

る。破片の縁辺は細かく欠けており二次的な撹乱の影響

と思われる。 140は小型の円面硯で圏脚部の破片のみ

が残存する。 141は須恵器壷としたが、他の器種の可

能性もある。丸く膨らみをもっ形状で休部上半と恩われ

る。横方向に l本の突帯を貼り付け、突帯の上下に沈線

を添わせる。破片下部には把手などを貼り付けたと考え

らえる剥落した痕跡が認められる。胎士は徹密である。

142 ~ 151は須恵器蔓である。 142は口縁部で、幅1.5

~2mmの沈線の波状文を施す。焼成は良好で堅固であ

る。 143も口縁部で幅2mmほどの浅い波状文が施され

る。 144~147・150・151は須恵器窪の体部破片である。

外面には平行タタキメが、内面には平行のアテ痕(144)・

同心円状アテ痕 (145~ 147・150・151)が施される。

148・149は須恵器壷と恩われる。 148は底部破片で

ある。 149は体部破片で外面にナデ調盤が認められる。

152は士師揖斐の底部で、底面に木葉痕が認められる。
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3 中世・近世の遺構と遺物

A 井戸跡

SE7 井戸跡(第 16~ 19図)

1区のE-20グリッドで検出された。井戸枠が残存し

ており、縦板組問柱横桟留の井戸であるロ掘方の平面形

は隅丸方形を呈し、長輔148cm、短軸 136cm、深さは

186cmである。覆土は5層以上に分かれ、掘方覆土は

2層以上に分かれると思われる。当初、土坑と認識し半

載して掘り下げたが、覆士4層中で井戸枠を検出したた

め、井戸枠に直行するように断面を取り直した。南東壁

断面の覆土であるが(第 17 図)、 1~3 は円磯や地山

ブロックを含む。 4も小礁を多く含み、地山ブロックを

含む。人為的な埋め戻しと考えられる。 5・6は掘り方

覆土であるロ井戸枠は、一辺75cmの方形を呈していた

と思われるが、検出時には南東隅が土圧により内側に傾

斜し不整方形になっていた。井戸枠材は隅柱である角材

(202~ 205)、縦板、横桟などで構成される。隅柱の

角材は、横桟を差し込む隣穴があけられる。縦板は、幅

5.6~42cm、残存長は 24~118cmである。井戸枠の東・

西・北辺は立面図を掲載した(第18・19図)。商辺は

検出時に土圧により変形し内側に傾斜しており、調査中

に崩落したため立面図の作成を行えず、替りに模式図を

掲載した白書19図下〕。井戸枠の構遣をみると、東・西・南・

北面とも、縦の間柱に2段の績桟をいれて井戸枠を形成

しているが、上部は腐食で欠領していることを考えると

横桟は3段以上あったことが想定される。また、井戸底

面にも隅柱を留める木製の枠上の施設があったが、木材

が腐食し原型を留めていなかった。縦板は、 6~7列み

られ、 2枚重ねにしているが、部分的に3枚重ねて補強

していた部分も認められた。

幽土遺物は以下のものがある。第28図90須恵器杯

は、底部が回転糸切り調整であるロ 91は須恵器室の体

部破片、 92は内面黒色処理された土師器坪の体部下半

の破片である。第29図93・94・95は中世陶器となる。

93 (RP57)は資器系問器鉢の底部と恩われ、産地は不

明である。胎士に大粒の石英粒や長石粒が目立つ。 94

但P32)は、須恵器系陶器で賓と考えられる。外面に細

かな平行タタキが施される。 95(RP95)は資器系陶器



要と考えらえる体部破片である。

遺構の時期は、井戸枠縦板の第45図262について

放射性炭素年代測定を行ったところ、 11 世紀前半~ 12 

世紀後半の可能性がある年代が得られている窃N章第

1節を参照)。計測した板材は転用財の可能性も考えら

れ、覆土中の陶様の時代を考慮すれば、平安時代末から

鎌倉時代にかけての可能性があると考えたいロ

井戸跡出土の木製品であるが、第33図 188-第47

図276が出土している。内訳は、 188-195が曲物で

ある。 196~ 198は板材、 199板状の木製品、 200・

201板材、 202-205は井戸枠隅柱、 206-276は井

戸枠を構成する縦板、横桟、横板、棋である。詳細につ

いては後述の木製品の項目で述べたい。

5E9井戸跡(第20図)

1区のE-21グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸 198cm、短軸 182cm、深さは 102cmである。

底面は平坦で湧水する。覆土は7層に分かれ、 1層は砂

層、 2層以下は黒色シルトを主体とし、人為的に埋め戻

された様相を示す。壁面の立ち上がりは急である。井戸

枠やその痕跡は確認されなかった。素掘りの井戸の可能

性がある。

出土遺物であるが、覆土7層から板材(第47図

277)が出土している。第29図106-108の土師器

が出土しているが、古い遺物の混入と恩われる。 106

は内面黒色処理されたロクロ土師器の休部、 107は窒

の口縁部破片、 108は聾の体部破片である。遺構の時

期であるが、 277の板材は、放射線炭素年代測定により、

鎌倉時代頃の年代が得られている甥N章第1節参照)。

B 土坑

5K6土坑(第20図)

1区のG-20グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸 118cm、短軸 110cm、内部はオーバーハン

グし、内部最大径は182cmになるロ深さは79cmであるo

覆土は人為的に埋め戻された形跡を示し、黒色シルト層

を主体に、地山の黄灰色シルトブロックを多く含む。出

土遺物は須恵器や土師器の破片が出土している。遺構の

時期は、覆士中より出土した籾殻について放射線炭素年

代測定を行ったところ、現代の値が得られているため近

代以降などの新しい遺構の可能性があると考えられる。

E 遺構と遺物

S胞2土坑窃22図)

1区のK-19グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸42cm、短軸38cm、深さは 12cmである。

覆土は褐灰シルトを主体とする。遺物は第48図284

(RQ19)の砥石が出土している。また、大きさ約 10-

15cmの礁が出土し、砥石と一緒に廃棄されたものと恩

われる。覆土の状況から、遺構の時期は中近世以降と考

えられる。

C 溝跡

5D2溝跡(第 11図)

1区、 2区のC-F-9、D-H-lOグリッドで検出さ

れた。検出長は 18.2m、幅25-64cm、探さは8cm

である。商南西から北北東に向かってのびる。覆土は黒

褐色シルトが主体の単層である。他の遺構との重複関係

であるが、 SD1を切っている。また潜の中央は現代の

暗渠や、南端は撹乱に切られる。遺物は第27図65の

小坪と恩われる陶器が出土した。遺構の時期は在戸時代

以降と考えられる。

5D8溝跡(第 15図〉

1区M.N-19、0-19のグリッドで検出された。長さ

7.08m、幅80-36cm、深さは 40.5cmである。覆土

は3層に分かれ、黒褐色シルトを主体とする。当初、暗

渠の一部と考えたが、平面や断面の状況より判断して暗

渠以前に掘られた溝跡と判断した。重複関係は、 SE4 

を切る。出土遺物は、第27図70査器系陶器聾、第28

図96・97須恵器杯、 100.101須恵器費、 98土師器原、

99・102・103土師様費、 104琵著書系陶様妻、 105近

世陶器播鉢・第48図283砥石が混在する。溝の時期

は在戸時代以降と思われ、 SE4に由来する須恵器・土師

器が混入している。

D 柱穴

1区西側のE-H-8、G-7グリッドを中心に分布

する。遺構登録したものは7基である。 SD1の西岸に

近い地点であり、河川跡が埋没した後に構築されたもの

と考えたい。遺構覆土の状況より、時期は中世や近世以

降になると考えられる。

SPll柱穴(第23図)

1区のG-8グリッドで検出された。平面形は円形を呈

13 
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士は、黒色シルトの単層である。断面形はU字状である。

遺物の出土はない。

SP12柱穴窃23図)

1区のG-7グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸18cm、短軸16cm、深さは 14.5cmである。

覆土は、黒褐色シルトである。断面形状はSPllに類似

する。遺物の出土はない。

SP13柱穴窃23図)

1区のG-8グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸20cm、短柚18cm、深さは llcmである。

覆土は黒色シルトの単屑である。遺物の出土はない。

SP14柱穴窃23図)

1区のF-8グリッドで検出された。平面形は円形を呈

し、長軸28cm、短軸23cm、深さは8cmである。覆

土は黒色シルトの単層で、浅く遺存状態は良くない。遺

物の出土はない。

SP1S柱穴窃23図〕

1区のE-8グリッドで検出された。平面形は円形を呈

し、長軸26cm、短軸22ロn、深さは6.5cmである。浅

く遺存状態は良くない。覆土は黒色シルトの単層である。

遺物の出土はない。

SP16柱穴住宥23図)

1区のD-5グリッドで検出された。平面形は円形を

呈し、長軸24cm、短軸22cm、深さは 15.5cmである。

覆土は黒色~黒褐色シルトが主体である。柱痕は確認さ

れない。遺物の出土はない。

SP24柱穴住蕗23図)

2区のH-8グリッドで検出された。平面形は円形を呈

し、長軸31cm、短軸26cm、深さは20cmである。覆土は、

黒褐色~褐色シルトである。遺物の出土はない。

E 遺構外出土の陶磁器

陶磁器類はほとんどが遺構外出土である。時代は、中

世と江戸時代に分かれ、近現代の遺物も認められる。

中世陶磁器について述べる。第31図 153-157は

中国産の青磁である。 153は青磁碗で鋳蓮弁文が施さ

れる。胎土は鰍密で焼成は良好である。 154・155は

青磁碗の体部破片で、内面にJl1花文が施される。156・

157は、 青磁碗の体部破片である。残存部には文様は

認められない。 158は、須恵器系陶器の褒と恩われる

14 

破片である。外面の平行タタキ目は密に施される。 159

は、愛器系陶器鉢と思われる。やや内湾する器形で無粕

であり内面には太いロクロ目が見られる。 160は、越

前焼の奮と考えられる体部破片である。外面には自然粕

がかかり、内面には指頭痕が残る。 161は蜜器系陶器

聾と思われる体部破片で、外面に印花が施される。 162

は越前焼の褒と思われる体部破片で無紬で怠る。

近世以降の陶磁器について述べる。 163は肥前陶器

の皿である。底部付近が残存し、底面は無粕、内面に灰

勅がかかる。 164は肥前陶器の碗で、高台が付き呉器

手と呼ばれる類である。 165は高台が付く陶器皿で内

面に鉄絵と思われる絵の一部と目跡が1か所認められ

る。 166・167は陶器皿である。 166は厚い作りであ

る。 167は焼成が良く焼しまっている。 168は陶器の

小杯と思われ、口唇部に鉄粕がかかる。 169は、陶器

壷の肩部破片と思われる。外面に灰勅がかかり内面は無

精である。胎士は綴密である。 170は陶器の土瓶と思

われる。白色の胎士に透明紬が施され底部付近は露胎と

なる。 171は徳利の口縁部である。白化粧土の上に透

明紬が施される。172は陶器徳利の体部下半と思われる。

内面には鉄勅が、外面には藁灰紬と思われる白濁した粕

が施される。 173は陶器火入の口縁部破片で、内外面

に黒褐色の粕を施す。 174は成島焼の切立と思われる。

内外面に黒色紬を施す。 175は陶器摺鉢で内外面に薄

い鉄粕が塗られる。卸日は密でない。 176・177は陶器

播鉢で内外面に鉄紺が施される。

178-185は近世から近代の磁器である。 178は肥

前系の染付磁器皿である。179は肥前系の染付磁器碗で、

外面に網目文状の文様がある。180は磁器染付皿である。

残存部が少ないが、外面に草花文と思われる文様が、内

面の底面には圏線が描かれる。 181は染付碗の破片と

恩われる。内面には園線が、外面に植物文と恩われる文

様がある。 182-185は近代以降の磁器である。 182・

183は外商に染付の型紙摺絵が施される。 184は色絵

磁器の小杯で、外面に赤色の文様が捕かれる。 185は

染付磁器の蓋である。天井部に染付の植物文が描かれる。

186は土器で短炉などの休部破片と思われる。縦に

突帯が貼り付けられ両脇に沈線が沿う。 187は土製の

人形で頭部のみ残存する。型による成形で表と裏の型に

粘土を入れて中央で合わせて製作している。



F 木製品

木製品は 90 点を図示した(第 33~47 図)0 277の

みSE9の出土で、他はすべてSE7出土遺物である。曲

物は側板が脆弱で取り上げの際に底板が外れてしまった

ものがほとんどであり、図化の際には側板と底板を分け

て図化した。井戸枠材は、閑柱、横桟、横板は図化し、

縦板は遣存状態が良い材を選択して図化を行った。大き

さなどの詳細は表9~ 12に記載している。

曲物(188~ 195)は8点を図示した。 188は柄杓

で 188aは側板、 188bは底板である。側板の下部には

底板を固定するためと恩われる釘穴が確認される。 189

は曲物底板で 114程度が残存する。 190は側板 190a

と底板190bが残る幽物である。領11板は上部が破損する。

底板は2片に破損しているが割れ面に沿って2対の穿孔

が見られるため、破損後に補修孔をあけて綴り使用した

と思われる。底板の側面には釘痕が残るロ 191a、191b

は2枚重なった状態で出土した。 191aは縁辺の対向す

る2か所を長さ 12-15cmにわたり削りを入れて薄く

なるように整形している。 191bは中心を横切るように

木釘が打たれ、側面にも釘が残る。中央の釘列に沿って

幅2.5cmの範囲以外には黒色の付着物がつく。釘列部

分には把手などが取り付けられた可能性があり、その場

合は蓋になると思われる。側板は遺存が良くないため図

化していない。 192は側板と底板が残る。側板 (192a)

は部分的に上下の縁辺を欠くが全体が遺存する。厚さ

3mmの材を用い樹皮により留める。内面には黒色付着

物が認められる。底板は一部破損するが9割程度残存

する。内面には黒色付着物が見られる。 193は側板が

残る大型の曲物である。側板は厚さ 3mmの材を使用し

ている。破損し 112程度が残存する。内面には製作時

に入れたと思われる縦方向の切れ込みが連続してみら

れ、側面には釘穴がある。内面は黒色付着物が見られ

る。底板は、側面に釘穴が連続してみられ、縁辺にも6

か所の釘穴が確認される。 194は側板・底板が残存する。

194aは、厚さ2.5mmの材を使用し樹皮により留めて

いる。内面には製作時に入れた斜方向の切れ込みが連続

して入り、黒色の付着物が全体に見られる。底板の内面

は黒色の付着物が全体にみられ、外側には一部炭化した

と恩われる痕跡がある。側面には側版を留めたと恩われ
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る釘穴が残る。 195は底板のみで、縁辺を2か所薄く

加工する。縁辺にーか所穿孔が確認される。内面・外面

に多方向の直線的な傷が見られ内面が特に多い。まな板

として転用されたと考えられる。

196 -201は井戸枠内の堆積層内から出土した板材

や加工材で、井戸枠に関連するものと思われる。 196

は断面三角形状の角材で末端部のみが残存する。 197

は断函台形状の角材で大部分を欠く。 198は板材で一

方を斜めに切断している。 199は板材と思われるが、

一端を丸く加工しており磨滅がみられる。へら状の製品

であった可能性も考えられる。 200・201は板材で、井

戸枠の縦板として利用されていたが、井戸内に崩落した

ものと思われる。

202 -205は井戸の隅柱として使用されていた角材

である。残存長は、 202.4~ 117.2αn、断面形は長方

形である。各材には隣穴があけられ、井戸枠の横材が組

まれていた。これらの角材の上端は腐食している。下端

であるが、 202・203は平坦に加工され、 204・205は

斜めに切断された状態になっている。

206 -225はSE7井戸枠東面を構成する井戸枠材で

ある。 206は井戸枠の縦材で幅広の板材である。 207

は横桟と隅柱を留めるのに用いられた模である。 208

は横材あるいは横桟と思われる角材であるが腐食が進み

原形をとどめていなし、。 211・212は東面の上部に設置

された横材の板であるロ209は東面上段の横桟材となる。

両端を細く墜形している。 210は東函下段の横桟材で

ある。両端を細く整形し、端には模を打ち込んだ割口が

ある。片側には打ち込まれた模が残る。 213-225は、

東面井戸枠の縦板に用いられた材である。いずれも上部

は腐食のため欠損するが、下端は原形をとどめている。

大半は板の端部を平坦に整形しているが、 216はV字

状に、 221・223は斜めに切断している。

226 -243は井戸枠の北面を構成する井戸枠材であ

る。 226は、横材などに用いられた板材と考えられる。

3辺が腐食で磨滅している。 227・228は北面上段と下

段の横桟である。両端を細く整形している。 227は中

央部に割れが入る。 228は両端に切り込みを入れ、棋

が残存する。 229-243は井戸枠の縦板である。 229

は幅24.5cm、厚さ2.4cmで、他の板材よりも強固な材

である。 230も、他の板材よりも厚手である。腐食に
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である。 230も、他の板材よりも厚手である。腐食に

より加工漉は不明瞭である。 231-243は板材であり、

234は厚さが2.3αnあるが、他は厚さ lcmと薄い材で

ある。

244 -256は西面の井戸枠材である。 244は模であ

る。 247・248は横桟である。 247は上段に、 248は

下段に使用されていたロ両端~細く整形しホゾ穴に入る

ようにしている。 248は両端に模が打ち込まれた状態

で残存する。 245・246・249-256は井戸枠の縦板

である。厚さは0.7-2.9αn、幅は9.8-15.2αnである。

257 -276は南面の井戸枠材である。 257は南面井

戸枠横桟三段目西側の模、 258は三段目横桟東側の模

である。 259は上段の横桟材で、中央が折れて破損する。

両端を細く整形する。 260は二段目横桟材で、両端を

細く整形し、襖を打ち込んだ際の割れ口が残る。 261

-276は井戸枠縦板であるロ 262は幅38.5cmと幅広

の板材である。他は、幅8.5-18cm、厚さは0.6-1.9cm

の叡材で、端部は斜めになるものやV字状になるもの

カ可ある。

277はSE9より出士した。板材の端部と恩われるが

大部分は欠損する。

G 金属製品

金属製品は5点を図示した(第48図278-282)。

全て遺構外の出土である。 278は周囲が磨滅しており

刀子としたが、別の製品の可能性もある。 279は煙管

で金属部分のみが残存する。中央部が圧迫されて変形し

ている。 280は釘で断面は四角形である。 281は釘状

の鉄製品で断面形は円形であり、頂部は幽げられ環状に

なる。 282は輪状の鉄製品で用途は不明である。

H 石製品

石製品は砥石が2点出土している(第48図283・

284)。時期が判別する遺物と共伴しておらず時期的な

位置づけの詳細は不明である。 283はSD8出土で、全

体の 113程度を欠く。 284は完形で使用により摩耗が

進んでいる。

調査区出士の遺物ではないが、参考資料として第48

図285の板碑を掲載した。地権者の牛谷氏が耕作時に

現調査区外の南東側で発見し、現在北斗幼稚園の敷地内

16 

に安置されている。遺跡と関連ある遺物と考えられるた

め北斗幼稚園に許可を得て図示したものである。凝灰岩

製で上半部が残存し下半部分を欠く。破損後の再利用の

痕跡は確認されない。碑の上部に幅0.7-lcm ほどの

平行沈線を施している。沈線の深さは約3-4mmで

浅い。沈線下端ははっきりしない。線の左側が磨滅のた

めか不明瞭である。左側が欠けている。碑面に鐙みが認

められるが、文字か風化によるものなのか不明である。

板碑を研究されている川崎利夫氏に当遺物を実見いた

だき以下の所見を得た。

1m程度の小型板碑である。額上の上部が残存し、二

条線もあることが明らかであるが、頭頂部が明瞭に三角

形であるので南北朝期14世紀後半頃のものと推定され

る。二条線も比較的上部にあり、 15-16世紀のもの

とは異なる。 14世紀の前半から頭頂部が正三角形に近

いものにな弘前代のような富士山型の側面に湾曲そも

つものから、湾曲のない三角形に変化し、さらに低三角

形に変化してゆくようである。前代の例として、川西町

の龍蔵神社の弘安の板碑があり、また 14世紀代の典型

例として南陽市松沢八幡の元弘の板碑がある。小型にす

ることを考えれば、 14世紀後半以後に位置付けるのが

妥当と考えられる。

4 その他の時期の遺物

古墳時代の土師器と考えられる遺物が1点出土してい

る(第27図64)。内面中央に孔があるととから、古墳

時代前期の器台と考えられる。磨滅しており調整の状態

は不明である。なお、調査区内では古墳時代の遺構や包

含層は検出されていないが、当遺跡の南に位置する治兵

衛館遺跡は古墳時代前・中期の集落跡が報告されており、

これらに関連するものと思われる。

註

1) 当遺物「無文で輸積痕を残す土師器」の用途について

新潟県埋蔵文化財センター所蔵の資料をもとに比較検討

を実施している。当初、形状から製塩土器の可能性も考

えられたζとから、新淘県内より製塩土穏を出土してい
る梅子谷窯跡、下沖北遺跡E、沢岡遺跡E、山岸遺跡か

ら出士した製塩士器との検討を行った。その結果、小型

製塩土器には類似するものの、輸積み痕の状態が元宿北

遺跡資料では部分的にしか確認できないととや、時期的

に小型製塩土器がより後出の平安末から中世』己主として

認められることから、製塩土様よりも円筒形の土製品や

カマドの支脚などに相当すると思われるという所見をい
ただいた。
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E 遺構と遺物

\己主~

+ 
戸司圃旬、

50 

13 正三7よーミー3
\~. 

ζ孟一一己二二-'15

501中央ベルト西側

B 
205.90m 

日

4 (F2) 
50'中央ベルト東側

L 2 (F'a) ててプーーす1F1b)~ 
仁二二ご寸(F2了士二弓FF三〆

502 
50' 仁

)

-
1

-

F

ド
ー
-

(
一
1
t
 

m

一

n
v
F
、

マ
，
，
『

F

、J-
E
却
一
一

ド4 話三三三二シ/
50'南側
D 
206.∞m 
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。 1m 
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1・40

50'南側
1. 10YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり中
2. 10YR1.7/1黒色シルト 粘性やや強い、しまり弱い、 10YR3/2黒褐色シルトブロックを 10%含む
3. 10YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり中
50'・502
1. 10YR3/2黒褐色シルト しまり強い、粘性中程度、酸化鉄を含む、 SD2覆土1層
2. lOYR5/3にぶい黄褐色粘質シルト しまり強い、粘性強い、酸化鉄を含む、 SD1覆土 la層
3. 10YR2/2黒褐色シルト しまり強い、粘性やや強い、酸化鉄を少量含む、 SDl覆土 lb層
4. lOYR4/2灰褐色砂質シルト しまり強い、粘性強い、酸化鉄を含む、黒褐色シルトブロック(径5皿)を3%含む、 SD1覆土2層
5. 10YR1.7/1黒色粘質シルト しまり強い、粘性強い、酸化鉄を多く含む、 SDl覆土3層

第 12図 5D1河川|跡断面図・遺物分布図 1
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E 遺構と遺物

⑨ 
SX3 

-¥-

A 

4 当

66 67 

。

SX3 

ロコ

68 

(66-69) 
孟孟主孟孟

1:6 

Jヤト14

A 

./ 

。

69 

20cm 

1. 10YR3/2黒褐色砂質シルト しまり強い、粘性やや弱い、酸化鉄を含む、炭化物(直径5皿)を少量含む
2. IOYR211黒色シルト しまり強い、粘性中程度、 IOYR6/4 にぶい黄櫨シルトブロック(直径 5~ 10阻)を 1%含む
3. 10YR3/1黒褐色砂 しまり中、粘性弱い
4. IOYR5/2灰黄褐色砂 しまり中、粘性弱い、地山

1:40 

撹乱 IOYR4/6褐色砂質シルト しまりやや強い、粘性やや弱い、 10YR3/2 黒褐色シルトブロック(直径1O ~30皿)を 10%含む

SE4 

1m 

1. 10YR3/1黒褐色シルト しまり強い、粘性中、 10YR6/3にぶい黄樫シルトブロック(直径5~ 50 mm)を20%含む、炭化物(直径5mm)を微量含む、
人為堆積
2. 10YR3/1黒褐色砂質シルト しまり強い、粘性中、 10YR6/3 にぶい黄樟シルトブロック(直径1O ~50 皿)を 40%含む、埋戻し人為堆積
3. 10YR3/2黒褐色砂質シルト しまり強い、粘性弱い、 10YR211 黒色シルトプロック(直径5~20皿)を 10%含む、 IOYR5/3にぶい黄褐色シルトブロツ
ク(直径5~ IOmm)を5%含む

4. 10Y3/1オリーブ黒シルト しまりやや弱い、粘性中、 5Y6/1 灰シルトブロック(直径 10~20 皿)を 5%含む
5. 10YR2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、 10YR5/2 灰黄褐シルトブロック(直径1O ~30 皿)を 10%含む
6. 10YR5/2灰黄褐色シルト しまり強い、粘性中、 IOYR3/2 黒褐色シルト(直径 5~ 10皿)を 2%含む
7. 2.5Y2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、 10YR3/2 黒褐色シルト(直径 5~ 10皿)を 2%含む
8. 2.5Y2/1黒色砂質シルト しまり中、粘性やや強い、 2.5Y4/1黄灰シルトブロックを 10%含む

SD8 
F1. 10YR3/2黒褐色シルト しまり強い、粘性中、 IOYR5/4にぶい黄褐シルトブロック(直径5皿)を 1%含む
F2. 10YR3/2黒褐色シルト しまり中、粘性中、 10YR5/4にぶい黄褐シルトブロック(直径 10~ 30mm)を 15%含む、人為堆積
暗渠 10YR4/1褐灰色シルト しまり強い、粘性やや強い

第 14図 SX3竪穴状遺構

27 



E 遺構と遺物

④ 丈云J-.../，，，，二二回d

71 73 

L二二~ 、と三主亘圃，

74 

72 

F「-jz ヰ二、
75 

¥ 
78a 

78b 

80 

83a 83b 

84 85 

、〆/、

F 

86 
87 

(71-87) 20cm 

ーヰ孟

SE4 SD8 1:6 
206.00m 

。 1m 

1:40 

第 15図 5E4井戸跡・ SD8溝跡

28 



SE7遺物第1面

@ 

Aー

/ 

B 

@ 

A-

/ 
B 

aア〈f
ロ.~ !iご

反三脚1蜘ヨヨ 1蜘

町問問問問問吋市 192b

日'
/ 

-A・

B' 

一-A'

1:20 

191a 

1m 

。

。

E 遺構と遺物

日])

山
188b 

I!Illim 

(188) 20cm 

;;;;;;1;;ーーーーーーー1:6 

嘗謡童書

198 

40cm 

戸百1十

190b 

191b 

O[190-1叫 20cm

1堪

第 16図 SE7井戸跡遺物平面図

29 



E 遺構と遺物

@ 

北面

0-

，、一

30 

/ 

目

A'!!6.1∞m -

SE7遺物第3面

E' 

I I ‘l 

11 、。ふ、

E西面

18戸

E 
IJ匝薗

1/1 

c' 

。

B 
/ 

1:20 

戸 o'

ー-A'

-A 

1m 

... 

言
書1

国j

0(194)  

1:6 

、""""・H担ν
‘唖Do 199 
..-器
。 (1朔 4伽 n

1:12 

第17図 SE7井戸跡平面図・断面図



SE7 (A-A') 
1. 10YR2/1黒色シルト しまりやや弱い、粘性中、 2.5Y 5尼崎灰貧シルトプロック〈直径10-30皿)を 10%含む、覆土
? !OYR3/)黒褐色シルト しまりやや強い、粘性中、 10YR5/1褐灰シルトブロック(宜径20-50圃)を30%含む、指り方
SE7 (8-B') 
1. 1OYR3/1黒褐色シルト 粘性調、しまり弱、 2-5岨の炭を7%含む、 10皿以上の円礁を 10%含む
2. 7.5YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり中、 10園以上の円磁を 1596含む、 2-5皿の磁を3096含む
3. 2.5Y4/1貧灰色シルト 粘性中、しまり弱、 10園以上の円磁を3096含む、 10YR7/2にぷい黄檀の砂を40%含む
4. 10YR4/1褐灰色シルト 粘性中、しまり中、木枠の出土あり、 10園以上の円磁を5%含む、 2-5皿の磁を30%含む
5. 7.5YR2/1黒色シルト 粘性中、しまり弱、lOYR7/2砂を2096含む
6. 10YR2/1黒色シルト 粘性中、しまり中、石・磁を含まない、 10YR7I2砂を5096以上含む

SE7東面 C~5.90m 
c" 

SE7北面 O~5.90m o. 

口l

0: 

口(

ー

， ， 

236 235 234 233231・232 。
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E 遺構と遺物

1m 

第18図 5白井戸跡立面図(東面・北面)
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S陪
l. 10YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり中、 10YR6/4にぷい賞褐色の地山土を 15%含む
2. 1 OYRl.71 1黒色シルト 粘性弱、しまり弱
3. 10YR2/1黒色シルト 粘性中、しまり弱、 5-10皿の地山積・炭を5096以上含む
4. 2.5YR6/1黄灰色シルト 粘性中、しまり薦、 5-10皿の地山磁を3096含む
5. 1.5Y2/1黒色シルト 粘性弱、しまり弱、植物遺体を50%以土含む
6. 5BG7Il明育灰色粘土粘性弱、しまり弱、 2-5皿の炭を20%含む、 2.5Y2/1黒色土を底部にZ岨 -5nm板
状に含む

SK6 
l. 10YR1.1/1黒色シルト 粘性弱、しまり弱、 2-5皿の地山謙を40%含む
2. 10YR1.1/1黒色シルト 粘性中、しまり弱、 10皿以上の地山プロックを5096以上含む
3. 10YR1.1/1黒色シルト 粘性中、しまり中、 5-10皿の地山土を板状に含む
4. 2.5Y6/1黄灰色シルト 粘性中、しまり中、敵化鉄を含む
5. 2.5Y6/1黄灰色シルト 粘性弱、しまり弱、酸f凶長を含む
6. 1.5YR112明褐灰色シルト 粘性中、しまり中、磁化鉄を含む
1. 10YR1.1/1黒色シルト 粘性中、しまり弱、 2-5皿の地山磁を30%含む
8. 1.5Y4/1灰色シルト 粘性中、しまり中、 2-5皿の炭を2096含む
9. 2.5Y4/1黄灰色シルト 粘性中、しまり中、 2-5皿の炭を 10%含む
10.2.5Y6/1黄灰色砂質シルト 粘性中、しまり中、酸化鉄を含む、地山士

S回
l. 10YR5/3にぷい貧褐色 しまり強い、1OYR2/1黒色シルトブロック 〔直径 10-50皿)を1%含む、人為
2. 10YR2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、 10YR4/1褐灰砂プロック 〈直径 10-30l1li.)を40%台む、人為
3. 10YR1.1/1黒色シルト しまりやや強い、粘性中、1OYR4/1褐灰シルトプロック 咽径 10-50皿〕を3%台
む、人為
4. 1 OYR1.71 1黒色シルト しまりやや強い、粘性中、1OYR4/1褐灰シルトプロック 岨径 10-30皿〕を 1%台
む、人為
5. 1 OYR1.71 1黒色シルト しまりやや強い、粘性中、1OYR4/1褐灰シルトプロック 岨径 10-50皿)を 1596
含む、人為
6. 1 OYR1.71 1黒色シルト しまりやや強い、粘性中、1OYR4/1桶灰シルトプロック幅径 10-30皿〕を2096
含む
1. 10YR2/1黒色シルト しまり弱い、粘性中、 1.5Y6/1灰色シルトブロックを596台む、下から湧水する

SK10 
1. 10YR2/1黒色シルト 粘性弱い、しまりやや強い、 10YR7/4にぶい賀補色砂質シルト粒を796含む、自然権積
2. 10YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまりやや強い、 10YR7/4にぶい黄褐色砂質シルト粒を796含む、 10YR7/4にぶい黄褐色砂質シルト(直径5-
10皿)をスジ状に40%含む、自然増積
3. 10YR5/2灰貧褐色砂質シルト 粘性弱い、しまりやや弱い、10YR6/8明貧褐色砂質シルトを 15%含む、自然堆積
4. 10YR6/6明貧褐色砂賀シルト 粘性やや強い、しまり中、10冗 5/2灰黄褐色砂質シルトを 10%含む、自然権積
5. 10YR1.711黒色シルト 粘性やや弱い、しまり中、10YR6/1褐灰色砂をスジ状に5096以よ含む、10YR6/1褐灰色シルト粒〈直径2-5耐を4096含む、
自然堆積
6. 1.5YR2/1黒色粘賀シルト 粘性中、しまり中、 10YR6/1褐灰色砂を4096以上含む、自然堆積
1. 10YR7/3にぷい黄色樺細砂 10YR7/8黄樺色細砂を5096以上含む
8. 2.5YR6/1黄灰色砂賀シルト 粘性強い、しまり弱い
9. 5Y4/1灰色砂質シルト 粘性強い、しまり弱い、黒色強い有績賞

第20図 SE9井戸跡・ SK5・ 6・9・10土坑
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SK19 

206.10m 

206.∞m 

5 

SK17 
1. 1OYR2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、 10YR4/2灰黄褐砂プロック(直径5-lOw

を 3%含む、磁化鉄~少量含む
2φ 1OYR2/1黒色シルト しまり中、粘性やや弱い、上記の砂プロックを30%含む
3. 10YR2/1黒色シルト しまりやや強い、粘性やや強い、1OYR5/3にぷい黄褐シルトブロック
(芭径5-10皿)を5%含む、園陸化歓を少量含む
4. 10YR3/2黒褐色シルト しまり中、粘性やや弱い、 10YR4/2砂を40%含む
5. 1 OYR1. 711黒色シルト しまり強い、粘性やや強い、 IOYR4/3にぷい賞褐シルトブロック
(直径5皿)~3'16含む
6. 1 OYR 1. 71 1黒色シルト しまり中程度、粘性中程度、 IOYR4/2砂をしま状に含む
7. 10YR3/2黒褐色砂 しまり、粘性弱い、黒褐シルトプロック (10YR3/2)を20%含む
8. 10YR4/3にぷい貧褐色砂 しまり、粘色弱い、部分的に 10YR3/2黒褐シルトプロックを含む
9. 10YR4/3にぷい黄褐色砂 しまり、粘色弱い、地山砂

SK18 
1. 7.5YR3/1黒色褐色シルト 粘性弱、しまり中 (10YR7I3砂を粒状に30%含む〕
2. 7.5YR5/1褐灰色シルト 粘性中、しまり中(1皿以下の炭を板状に含む〉
3. 2.5Y3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり弱、 IOYR7I2にぷい黄檀砂質シルトプロックを50%
以上含む
4. 5Y3/1オリーブ黒色粘寅シルト 粘性強、しまり中 (2.5Y5/1黄灰色砂プロックを40%含む〕
5. 10YR7/2にぷい黄樺色砂質シルト 粘性弱、しまり弱、地山土
6. 1OYR5/1褐灰色砂質シルト 粘性弱、しまり弱

1. 1OYR3/1黒褐色シルト 粘性弱い、しまり中、 10YR7I2にぷい黄檀色砂質シルトブロックを3%含む、自然堆積
2. 1OYR2/1黒色シルト 粘性中、しまり弱い、 1 l1li-2 皿の炭を 5%含む、 7.5YR6/3砂~ 10%含む、自然堆積
3. 10YR4/1褐灰色シルト 粘性強い、しまりやや強い、自然堆積
4. 1OYR3/2黒褐色砂貿シルト 粘性強い、しまり弱い、組砂、白然堆積
5. 7.5YR3/1黒褐色シルト 粘性中、しまり弱い、粗砂を7%含む、自然堆積
6. 1OYR2/2黒褐色粘貿シルト 粘性中、しまり弱い、 IOYR7/2にぷい貧樫抱砂質シルトプロックを20%含む、人造堆績か
7. 10YR1.7/1黒色砂質シルト 粘性弱い、しまり晶、
8. IOYR7/2にぷい黄槍色砂 5111l-1O皿のレキを50%以上含む、地山士

S階。
1. 1OYR2/1黒色シルト しまりやや強い、粘性中、 10YR6/4・10YR7/2にぷい黄積シルトプロックを伏きさ 10-1∞皿)レンズ状に7%台む、
人為堆積
2. 1OYR5/2灰黄褐色砂 しまり中、粘性弱い、1OYR2/2巣褐シルトブロック f直径5-10皿)老5%台む、人為雄積
3. 1OYR2/1黒色シルト しまり・粘性やや強い、 10YR7I2にぷい黄檀シルトブロックを縞状に 5%含む、人為堆積
4. 1OYR2/1黒色シルト しまり・粘性やや強い、 10YR6/2 灰黄褐シルトプロック唱~'*きさ 10-70皿)鱗状に含む(10刷、人為堆積

第21図 SK17 '" 20土坑
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1. IOYR2/1黒色シルト しまりやや強い、粘性中程度、 IOYR5/3 にぶい黄褐砂質シルトブロック(直径 5~50 皿)を 7%含む。炭化物(直径 5 mm) 
を微量含む
2. IOYR2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、 IOYR5/3にぶい黄褐シルトブロック(直径5~ IOmm)を2%含む

SK22 
1. IOYR4/1褐灰色シルト しまり強い、粘性中、酸化鉄を含む、 IOYR5/3 にぶい黄褐シルトブロック(直径 50~ 100皿)を 5%含む

SK23 
1. IOYR3/2黒掲色シルト しまり強い、粘性中、酸化鉄を含む
2. 10YR3/1黒掲色シルト しまり強い、粘性中、酸化鉄を含む
3. IOYR5/2灰黄褐シルト しまり強い、粘性中、 IOYR3/2黒褐色シルトブロックを 30%含む
4. 10YR6/3にぶい黄櫨色シルト しまり強い、粘性中、地山

SK25 
1. 7.5YR2/1黒色シルト 粘性中、しまりやや強い、直径 3~4 皿の 10YR5/1 褐灰色土粒を 20%程度含む
2. IOYR5/1褐灰色砂質シルト 粘性中、しまり中、細砂含む
3. 10YR1.7/1黒色粘質シルト 粘性中、しまり中
4. IOYR5/1褐灰色砂質シルト 粘性中、しまり中、細砂を含む、 Z層に同じ
5. 10YR3/1黒掲色砂質シルト 粘性中、しまりやや弱い、細砂、直径 5~ 10mmの 10YR5/1褐灰色土粒を 20%程度含む
6. IOYR5/1褐灰色砂質シルト 粘性中、しまり中、 10YR1.7/1黒色土を 10%程度含む
7. 10YR4/1褐灰色粘質シルト 粘性中、しまりやや弱
8. 7.5YR2/1黒色シルト 粘性中、しまりやや弱い、直径 5 皿~ IOmmの IOYR5/1褐灰色土粒を 50%程度含む
9. 10YR8/6黄樫色シルト 粘性弱い、しまり弱い、地山土

第 22図 SK21 ~ 23・2S土坑
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SPll 
1. 10YR2/1黒色シルト しまり強い、粘性やや強い、 10YR3/2黒褐色シルトプロック(直径10-20圃)老 1096含む

SP12 
1. 10YR3/1黒褐色シルト しまり強い、粘性中程度、般化鉄を含む

SP13 
1. 1OYR2/1黒色シルト しまり強い、粘性中、炭化物(直径3皿)を微量含む

SP14 
1. 10YR2/1黒色シルト しまり中、粘性中、 10YR3/3暗褐色シルトプ口、yク(直径10-20圃)を596含む

SP1S 
1. 10YR2/1黒色シルト しまり中、粘性中、 10YR2/3黒褐色シルトプロック C直径10-20圃)を796台む

SP16 
1. 10YR2Jl黒色シルト しまり強い、粘性中、炭化物(直径3岨〕を 196含む。 IOYR4/3にぷい黄褐色シルトプロック(直径5I11III)を396含む
2. 10YR2Jl黒色シルト しまり強い、粘性中、炭化物(直径3-5岨)を 196含む。にぶい黄褐色シルトブロ、yク(直径5皿)を 596含む
3. 10YR3/1黒褐色シルト しまり強い、粘性中、酸化鉄を含む

SP24 
1. 1OYR3/1黒褐色シルト 粘性弱い、しまりやや弱い
2. I OYR41 I褐灰色シルト 粘性中、しまりやや強い

第23図 SP11......16・24柱穴
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第 28図 SE4・7井戸跡・ SK5士坑出土須恵器・士師器・陶器
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E 遺構と遺物
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第33図 S白井戸跡出土木製品(曲物)
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第42図 SE7井戸跡出土木製品(井戸枠材)
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第43図 SE7井戸踏出土木製品(井戸枠材)
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E 遺構と遺物

表 3 ~乱軍器・土師器観察表 1

図版 遺物 写真
地区 出土地点 種別 器種

計測I償匂un) 調盤・成形
胎士・焼成・備考

番号 番号 図版 口径 底径 器商 器厚 内面/外面/底部

2区 須恵器 坪 (152) (86) 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ 粗砂混(白色船・良好・

24 l 19 SDI-Fla-112 47 5 
デ RP82 

2区 須恵器 事事 (146) (100) ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切
粗砂(石英粒〉含む・良好・

24 2 19 SDI-Flb-KI2 40 6.5 
底面~ヘラ書き 「井」か

1区 須恵祷 事事 ロクロ/ロクロ/ナデ
砂粒混・白色様少量・海綿骨針・

24 3 19 SDI-Fl b-Ill 140 6 
普通・RPI08

24 4 19 1区 SDI-Fl b-Il2 須恵標 量F (82) 4.5 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切 粗砂・やや不良

24 5 19 1区 SDI-Fla-Hl1 須恵標 坪 (144) 5.5 ロクロ/ロクロ 粗砂〈白色磯)・普通.RP69

24 6 19 2区 SDI-Flb-KI2 須恵標 坪 (154) 3 ロクロ/ロクロ 砂粒少量混・良好

1区 須恵標 量F (85) 
ロクロ/ロクロ/回転、ラ切→ナ

砂粒少量混・良好24 7 19 SDI-Flb-KI3 7 
デ

1区 須恵器 坪 σ2) 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ

粗砂混・やや不良・RP5324 8 19 SDI-Fla-I12 4.5 
デ

2区 須恵器 坪 (92) 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ー

粗砂混・良好・墨書 rXJカ24 9 19 SDI-Fla-KI3 7.5 
部ナデ

2区 SDI-Flb-111 須恵様
高台付
(144) [8司 [37.5] 

ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ 粗砂混・白色粒・良好・
24 10 19 3.5 

デ主F RP86・87・110

24 11 19 1区 SDI-Flb-G1O 須恵器 種碗 (88.5) 4.5 
ロクロ/ロヲロ/回転ヘラ切→ナ

霞密・良好・ RPI32
デ

1区 須恵器 稜碗? ση 
ロクロ/ロクロ/回転、ラ切→ナ

砂粒少量混・良好・RP4624 12 19 SDI-Flb-G12 3.8 
デ

24 13 19 2区 SDI-Flb-111 須恵穆 稜碗? 何劫 4 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ

砂粒少量混・良好・RP99
デ

1区 SDI-Fl b-I11 須恵器 稜碗?
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ 砂粒少量湿・海締骨針多い・

24 14 19 76 4 
T 良好・RP93

1区 SDI-Flb-JI2 須恵自陣
高台付

ロクロ/ロヲロ/回転ヘラ切 粗砂混・不良・RP90・9124 15 19 107 6 
杯

24 16 19 2区 SDI-Flb-Jll 須恵器 稜灘? 脂肪 日
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ

粗砂少量混・やや不良・RP85
デ

2区 SDI-Flb-KI2 須恵器 稜瞬? (88) 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ 粗砂湿・白色粒・良好・

24 17 19 9 
デ RP83・内面磨滅

25 18 20 1区 SDI-Fl b-Il2 須恵器 種碗 6 
ロクロ/ロヲロ/園高γ、ラ切→ナ

細砂混・良好・RP92
デ

2区 須恵器 双耳琢
長 幅

ロクロ/ロクロ 粗砂混・良好・把手都分25 19 20 SDI-Fla-KI3 8 
48 34 

25 20 20 2区 SDI-Flb-113 士師僻 主F 5 ロクロ・黒色処理/ロクロ 砂粒少量混・普通

25 21 20 1区 SDI-Fla-G12 須恵様 董 155 86 31 6.5 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ 組砂漠・白色粒・良好・

デ RP43・44・45

25 22 20 1区 SDl-F1 b-Il2 須恵機 董 (14η 28 6.5 
ロクロ/ロクロ・ヘラ~Iり/回転

砂粒少量混・良好・RP52
ヘラ切→ヘラケズリ

1区 須恵標 蓋 (165) (73) 
ロクロ/ロクロ/回転、ラ切→ナ

砂粒少量混・良好・RP6525 23 20 SDI-Flb 4 
デ

25 24 20 1区 SDI-Flb-KI2 須恵標 蓋 (152) 6 ロクロ/ロクロ・ケズリ 粗砂少量混・普遍

1区 須恵器 蓋
ロクロ/ロクロ/回転、ラ切→ケ

敏密・良好・ RP自425 25 20 SDI-Flb-112 5 
ズリ

25 26 20 1区 SDI-FI-I12 須恵器 蓋 (144) 4 ロクロ/ロクロ 粗砂混・良好

25 27 20 1区 SDI-Fl b-I13 須恵器 蓋 (162) 5 ロクロ/ロクロ 砂粒混・普通

25 28 20 1区 SDI-Fl b-I12 須恵器 蓋 (76) 6 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切 砂粒多混入・良好

25 29 20 1区 SDI-FI-112 須恵器 蓋 4.5 ロクロ/ロクロ 細砂混・海綿骨量十・普通

25 30 20 2区 SDI-Fla-KI3 須恵器 蓋 4.3 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

25 31 20 1区 SDI-Fl b-I13 須恵器 蓋 5.3 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

2区 SDI-Fla-112 
25 32 20 

1区 西辺海
須恵器 鉢? 11 ナデ/ロクロ 粗砂混・普通・RP70

1区 SDl引b-E1O須恵器 短頚盈 [149] ロクロ/ロクロ
砂粒湿・良好・RP20・40・

25 33 20 102 7.5 
41・42・61・112・自製明世

25 34 20 2区 SDI-Fla-KI3 須恵機 壷 (18紛 7.5 ロクロ/ロクロ・タタキ・ナデ 粗砂渥・良好・RPI07

25 35 20 2区 SDI-Fla-]11 須恵機 壷 (180) 10 ロクロ/ロクロ
砂粒混・良好・RP88・内外商

自然紬
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E 遺構と遺物

表4 須恵器・土師器観察表2

図版遺物 写真
地区 出土地点 種別 器種

計測値伽nn) 調整・成形
胎土・焼成・備考

番辱 番号 図版 口径 底径 棒高 器厚 内面/外面/底部

25 36 21 2区
SDI-Fla・

Flb-K12 

細砂混・良好・RPI05(36a)・
須恵機 宣 9.5 ロクロ/ロクロ

RP51 (36 b) 

25 37 21 1区 SD1-II 1>-112 須恵機 聾 13 ナデ/ナデ 粗砂混・良好・RP22

25 388 21 

26 38b 21 
1区 SDl-F1b 須恵機 聾 10 アテ/タタキ→ナデ

粗砂混・良好・RP50(36a)・

RP48・49(36 b) 

26 39 21 1区 SDl-F1b-Gll 須恵機 要 8.5 アテ/タタキ 砂粒混・白色粒・良好

26 40 21 1区 SDl-F1a.心12須恵機 聾 11 アテ/タタキ 粗砂少量混・不良

26 41 21 l区 SDI-F1a-Ill 須恵機 聾 8.2 アテ/タタキ 粗砂湿・良好・RP94

26 42 21 1区 SDI-F1 b-Il2 須恵機 聾 8.5 アテ/タタキ 粗砂湿・良好・RP54

26 43 21 l区 SDI-F1b-HI2 須恵機 聾 5 アテ/タタキ 砂粒湿・良好

26 44 21 1区 SDl-F1-E11 須恵機 聾 9 アテ/タタキ 細砂湿・良好・RP21

26 45 21 Z区 SDI-F1b-Jll 須恵機 聾 5.1 アテ/タタキ→カキメ 砂粒湿・良好・RPl∞
26 46 21 Z区 SDI-F1a-KI3 須恵掛 壷 12 アテ/タタキ 粗砂湿・良好・RP16

26 47 21 Z区 SDI-F1a-KI2 須恵機 蔓 9 アテ/タタキ 組砂湿・良好・RP89

26 48 22 2区 SDI-F1a-KI3 須恵掛 蔓 10 アテ/タタキ 砂粒湿・良好

26 49 22 2区 SDI-F1a-JI3 須恵機 蔓 14.5 ナデ/タタキ 粗砂湿・良好・RP11

27 50 22 2区 SDI-F1a-KI2 須恵機 蔓 7 アテ/タタキ 砂粒湿・良好・RP15

27 51 22 2区 SDI-F1b-KI3 須恵様 聾 6.5 カキメ/タタキ 粗砂混・良好

27 52 22 1区 SDI-F1b-Hll 須恵鰭 蔓 6.5 アテ/タタキ 砂粒少量混・良好

27 53 22 l区 SDI-F1b 土師鰭 桶 (295) 日 ロクロ11ロクロ?
粗砂混・普通・RP68・外面少

し赤変

27 54 22 2区 SDI-F1a-KI2 土師器 聾 (108) 13 ナデ/ハケメ 粗砂混・良好・RP106

27 55 22 1区 SDI-F1b-Hll 土師器 聾 7.5 ハケメ/ケズリ 粗砂混・良好

27 56 22 l区 SDI-F1b 土師器 聾 6.5 カキメ/ハケメ 粗砂混・普通・RP67

27 57 22 2区 SDI-F1b-KI2 土師器 蔓 5.5 不明/ハケメ
粗砂渥・良好・RP83・被熱に

よる赤変

27 58 22 2区 SDI-F1a-KI3 土師様 壷 14 ハケメ/ケズリ 粗砂混・良好

27 59 22 l区 SDI-F1b 土師様 壷 10 ナデ/ケズリ 粗砂混・良好・RP66

27 60 22 l区 SDI-F1 b-Il3 土師器 支卿? (54) 9.5 黒色処理/ケズリ
粗砂混・良好・外面被熱によ

る赤変

27 61 22 l区 SDI-F1 b-Il3 土師器 支卿? (65) 8.5 黒色処理/ナデ/ケズリ
砂粒混・良好・外面被熱によ

る赤変

粗砂混・良好・RP111・底部

27 62 22 1区 SDI-F1a-Il2 須恵様 ζね鉢 90 12 ロクロ/ロクロ/ケズリ 寧孔 12カ所・自然勅・焼成

後に底部古市闇

27 63 22 l区 SDI-F1b-Hll 須恵鰭 阿面硯 (150) 同4] 14 ロクロ/ロクロ
粗砂湛少量・白色粒・良好・

RP109・格子文・透かしあり

27 64 22 2区 SDI-F1a-KI2 土師器 舞台 6 
砂粒少量湿・普通・磨滅する・

古墳時代

27 66 22 l区 SX3-F1 須恵器
高台付

亦
5.5 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切 砂粒少量混・良好

27 日7 22 l区 SX3-F1 須恵器 蓋 4.5 ロクロ/ロクロ 砂粒少量混・良好

27 68 22 1区 SX3 須恵様 壷 13 ナデ/ナデ
粗砂混・海綿骨針・良好・

RP55 

27 69 22 l区 SX3-F 須恵器 壷 10 ナデ/ケズリ 粗砂少量混・良好

28 71 23 l区 SE4-F7 須恵器 綜 82 4 
ロクロ/ロヲロ/回転ヘラ切→ナ

砂粒混・良好・RP58
デ

28 72 23 l区 SE4-F 須恵器 綜 (66) 4 ロクロ/ロクロ/磨温不明
砂粒混・良好・RP36・外面磨

滅

28 73 23 l区 SE4-F4 須恵器 係 (88) 9 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切 砂粒湿・良好・RP33・火樺

28 74 23 l区 SE4-F2 須恵器 綜 (66) 7 ロクロ/ロクロ/回転糸切 砂粒少量湿・良好・RP31

28 75 23 l区 SE4-F4 須恵器 郎 (144) 4 ロクロ/ロクロ
砂粒混・良好・自然粕・双耳

坪の可能性

28 76 23 l区 SE4-F7 須恵器 蓋 (110) 7 
ロクロ/ロヲロ・ケズリ/回転ヘ

粗砂混・良好
ラ切→ナデ

28 77 23 l区 SE4 須恵器 蓋 3.3 ロクロ/ロクロ 細砂混・良好

28 78 23 1区 SE4-F2. F1 須恵器 査 B アテ→ナデ/タタキ
粗砂混・良好・RP60(18 b)・

RP34 (7Sa) 

63 



E 遺構と遺物

表 5 須恵器・土師器観察表3

図版遺物写真
地区 出土地点 種別 億種

所潤値(mm) 調整・成形
胎土・焼成・備考

番辱番辱 図版 口径 底径 機高 栂厚 内面/外面/底部

28 79 23 1区 SE4-F4b 須恵様 聾 10 アテ/タタキ 粗砂混・良好・RP35

28 80 23 1区 SE4-F 土師様 F干 4 
ロクロ・ミガキ・黒色処理/ロク

砂粒混・普通
ロ

28 81 23 1区 SE4-F2 土師様 F干 6 ロクロ/ロクロ 砂粒混・やや不良

28 82 23 1区 SE4 土師様 聾 5.5 ハケメ/ハケメ 粗砂混・普通

28 83 23 1区 SE4 土師様 聾 5.5 ロクロ→ハケメ/ロクロ→ハケメ 粗砂混・普通

28 84 23 1区 SE4-Fl 土師様 聾 7.5 ハケメ/ハケメ 粗砂混・普通

28 88 23 1区 SK5-FI 須恵様 杯 5 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

28 89 23 1区 SK5-FI 土師器 杯 6 ロクロ→ナデ/ロクロ 砂粒少量混・やや不良

28 90 23 1区 SE7黒色土 須恵様 杯 (68) 5 ロクロ/ロクロ/回転糸切 砂粒少量混・良好

28 91 23 1区 SE7掘り方 須恵器 重 8.5 アテ/タタキ 粗砂混・良好・RP95

28 92 23 1区 SE7-Fl 土師器 杯 6.5 
ミガキ・黒色処理/ロクロ・ミガ

砂粒少量混・良好
キ

29 96 24 1区 SD8 須恵器 杯 5 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

29 97 24 1区 SD8-Fl 須恵器 係 3 ロクロ/ロクロ 砂粒少量混・良好

29 98 24 1区 SD8-F 土師器 杯 4.5 ミガキ・黒色処理/ロタロ 砂粒混・普通

29 99 24 1区 SD8-F 土師器 聾 (183) 4.5 ロクロ/ロクロ 砂粒混・普通・RP39

29 l∞ 24 1区 SD8-F 須恵著書 重 6 アテ/タタキ 砂粒混・良好

29 101 24 1区 SD8-F 須恵著書 重 11 アテ/タタキ 粗砂混・良好

29 102 24 1区 SD8-F 土師器 重 (104) 8 
ケズリ/ケズリ・ナデ/木業痕?・

砂粒混・良好・RP38
ナデ

29 103 24 1区 SD8-F 土師器 聾 6.5 ハケメ/ハケメ 粗砂混・普通・磨濠

1区 土師器 事事
ロクロ→ミガキ・黒色処理/ロク 砂粒少量湿・良好・被熱によ

29 106 24 SE9-Fl 5 
る焼けはじけロ

29 107 24 1区 SK9-F 土師器 重 6.4 ロクロ/ロクロ 砂粒混・普通

29 108 24 1区 SK9-FI 土師器 重 7 ナデ/ハケメ 砂粒混・普通

29 109 24 1区 SKI8-F 須恵器 聾 7.5 アテ→ナヂ/タタキ 砂粒混・良好

29 110 24 1区 SK2O-Fl 須恵器 双耳杯 (68) 4 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

29 111 24 1区 SK23-F 須恵器
高台付

185] 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ

砂粒少量混・良好・ RP637 
デ坪

29 112 24 2区 SK25-Fl 須恵器 係 5 ロクロ/ロクロ 霞密・良好

29 113 24 2区 SK25-Fl 須恵器 重 (83) 11 ナデ/タタキ/ケズリ 粗砂少量混・良好・ RP155

29 114 24 2区 SK25-Fl 須恵器 聾 7 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好・外面に波状文

29 115 24 2区 s:昭5-F5 須恵器 聾 7.5 アテ/タタキ 細砂湿・普通

29 116 24 2区 思25 須恵器 聾 7.5 アテ/タタキ
細砂混 ・白色粒・良好・

RP156 

30 117 25 2区 思25-F 士郎器 重 5.5 ナデ?/ハケメ 砂粒混・普通

30 118 25 2区 思25引 士郎器 重 8 カキメ/カキメ 砂粒混・普通

30 119 25 1区 0-22 撹乱 須恵器 杯 5 ロクロ/ロクロ 粗砂混・普通

30 120 25 1区 西辺溝 須恵器 杯 4.5 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切 砂粒湿・白色粒・不良

30 121 25 2区 K-14 撹乱 須恵器 杯 4.5 ロクロ/ロクロ 砂粒少量湿・普通・ RP77

30 122 25 1区 M-19 撹乱 須恵様 坪 (86) 4.5 ロヲロ/ロクロ/回転ヘラ切 砂粒少量湿・良好・ RP31

30 123 25 1区 H-13撹乱 須恵様 杯 (76) 5.5 
ロクロ/ロクロ/回転糸切→ケズ

砂粒少量湿・良好
リ

30 124 25 x-o 須恵器 原 (5t司 5 ロデロ/ロクロ/回転糸切 砂粒湿・白色粒・良好

30 125 25 1区 N-19曹関a 須恵器 坪 (50) 6 ロデロ/ロクロ/回転糸切 砂粒少量湿・普通

30 126 25 1区 N-22曹関a 土師繕 原 5 ロデロ/ロクロ 砂粒湿・普通

30 127 25 1区
県毒掴T10・

0-23 
須恵著書 双耳坪 (115) 4.5 ロクロ/ロクロ 粗砂混・良好

30 128 25 1区 1-13撹乱 須恵著書 積碗 (90) 5 
ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ

砂粒少量湿・良好
ヂ

30 129 25 1区 J-15撹活し 須恵繕
高台付

杯
1881 3.5 

ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切→ナ
被密・良好.RP26・高台司自j落

ヂ

30 130 25 1区 G-15撹乱 須恵繕
高台付

杯
1661 4.5 ロクロ/ロクロ/回転糸切 砂粒少量湿・良好・ RP24

30 131 25 1区 県産棚T10 須輔 E
高台付

杯
6 ロクロ/ロクロ/回転ヘラ切? 砂粒混・不良・生焼け
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表6 須恵器・土師器観察表4

図版遺物写真
地区 出土地点 種別 鹿種

計測値(mm) 調整・成形
胎土・焼成・備考

番号番辱 図版 口径 底径 器商 穏厚 内面/外面/底部

30 132 25 1区 H-13撹乱 土師様
高台付

(70) 
黒色処理・ミガキ/ロクロfケズ

砂粒混・普通6 
杯 リ

30 133 25 1区 M-21撹乱 須恵様 蓋 (152) 6.5 
ロクロ/ロクロ・ケズリ/回転へ

砂粒少量混・良好
ラ切→ナデ

30 134 25 x-o 須恵様 蓋 (1閃) 4 ロクロ/ロクロ
粗砂湿・白色粒・海綿骨針・

良好

30 135 25 1区 古由 T4 須恵器 蓋 (85) 5.3 
ロクロ/ロクロ・ケズリ/回転ヘ

砂粒混・良好
ラ切→ヘラケズリ

30 136 25 1区 西辺溝 須恵器 蓋 5 ロクロ/ロクロ 砂粒混・白色粒・やや不良

30 137 25 1区 J-14 撹乱 須恵著書 壷 6.5 ロクロ/ロクロ 細砂混・良好

30 138 25 1区 J-14 撹乱 須恵器 蓋 3 ロクロ/ロクロ 撤密・良好

30 139 25 1区 表土 須恵器 円面硯 9 ロクロ/ロクロ 砂粒混・良好

30 140 25 1区 1-19撹乱 須恵器 円面硯 (141) 4 ロクロ/ロクロ 砂粒少量混・良好

31 141 26 1区 F-15撹乱 須恵器 壷? 5.5 ロクロ/ロクロ 霞密・良好

31 142 26 1区 1-15 撹乱 須恵器 重 11.2 ロクロ/ロクロ
粗砂混・良好・外面に波状tt

線文

31 143 26 1区 G-15撹乱 須恵器 重 8 ロクロ/ロクロ
細砂混・普通・外商に波状沈

線文

31 144 26 1区 H-21 撹乱 須恵器 重 12 アテ/タタキ 砂粒混・白色粒・良好・RP12

31 145 26 2区 K-13撹乱 須恵著書 重 6 アテ/タタキ
砂粒混・良好・RP74・外面付

着物・灰かぶり

31 146 26 1区 M-20撹乱 須恵縛 重 11 アテ/タタキ 粗砂混・良好・RP30

31 147 26 1区 M-20撹乱 須恵署E重 9 アテ/タタキ 砂粒混・普通・RP29(147b) 

31 148 26 1区 M-20撹乱 須恵署E重 15 カキメ/ケズリ 細砂混・やや不良

1区 F-20 撹乱 須恵器 壷?
ロクロ・ナデ/カキメ・ロクロ・

砂粒混・良好31 149 26 7.5 
ナデ

31 150 26 2区 表土 須恵器 裏 7 アァ/タタキ・ハケメ 粗砂混・良好

31 151 26 1区 J-22 撹乱 須恵著書 重 3.8 アテ/タタキ 砂粒混・良好・RP14

31 152 26 県試掘1'9 土師器 • 98) 5.5 磨滅/磨滅/木業痕 粗砂混・良好

表 7 陶磁器・土製品観察表1

図版遺物写真
地区 出土地点 種類 書櫨 生産地

計測値印国1) 調整・成形
胎士/焼成/備考

番号番号 図版 口径 底径 器厚 内面/外面/底部

27 65 22 l区 SD2-Fl-{;10 陶器 小杯 (58) 4.5 ロクロ/ロクロ 餓密/普通/透明軸・ lB-19C

27 70 22 l区 SDB-F 郵幌陶器 聾 13.5 ナデ/ナデ
粗砂潟・白色粒/良好/越前の可能性

あり・中世

28 85 23 l区 SE4-F2 郵瞬間器 聾 12 ナデ/ナデ
砂粒潟/良好尽P37・95と同個体か・

中世

28 86 23 1区 SE4-F4 
須恵縛系陶 ，. 
揖

9 タ書キfアテ 粗砂少量混/良好/中世

28 87 23 1区 SE4押 都瞬間器 ，. 13 ナデ/ナデ 砂粒湿f良好/中世

29 93 24 1区 SE7-F2 割瞬間器 摺鉢 (132) 18 ナデ/ナデ
粗砂・磯・石英粒/良好/内面磨滅・

RP57・中世

29 94 24 1区 SE7 
須恵器系陶 ，. 
栂

11 アテ/タタキ 砂粒湿/良好尽P32・13C頃

29 95 24 1区 SE7-F2 割瞬間器 ，. 10.5 ナデ/ナデ 砂粒混/良好113C頃

29 104 24 1区 SD自-F 間瞬間器 ，. 10 ナデ/ケズリ 粗砂混/良好/中世

29 105 24 1区 SD自主 陶器 指鉢 9.5 卸回・ロクロ/ロクロ
砂粒混/良好/うすい鉄紬(内外面}・

18C 

1区 青磁 碗
中国組泉

ロクロfロクロ
敏密/良好/鏑蓮弁文{外面〉・青磁勅・

31 153 26 M-20 
童話

3.5 
RPl・14世紀頃

1区 H-14曹姻a 青磁 碗
中国組泉

ロクロfロクロ
敏密/良好li町在文(内面3・貫入・

31 154 26 5.5 
窯 13C 

31 155 26 1区 N-23撹乱 青磁 碗
中国組泉

窯
5 ロウロfロクロ

敏密/良好li匝l1E:文{内面〉・青磁桶・

RP27・13C

31 156 26 1区 1-20撹乱 青磁 碗 中国 7.4 ロウロfロクロ
敏密/良好/青磁調由・貫入・RP9・15

-16C 
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表8 陶磁器・土製品観察委2

図版遺物写真
地区 出土地点 種類 着構 生産地

計測値(mm) 調整・成形
胎土f焼成/備考

番号番号 図版 口径 底径 穆厚 内面/外面/底部

31 157 26 1区 L-18撹乱 青磁 碗 中国 9.5 ロクロfロクロ 敏密/良好/青磁調由・貫入・ 13C頃か

31 158 26 1区 M-23撹乱
須恵器系陶 • 栂

8.5 アテ/タタキ 砂粒混/良好1RP62・中世

31 159 26 1区表土 割瞬陶宮署 鉢 12.3 
ロクロ・ナデ/ロクロ・

粗砂混/良好/中世
ナデ

31 160 26 1区 P-23東端陛 部瞬陶器量 .? 越前 12.5 ナデ・指頭圧痕
砂粒少量混J良好/灰舶 (外岡・中

世

31 161 26 1区 1-16撹乱 費総系陶器E書 越前 14 ナデ/ナデ
敏密/良好/印花(外岡・RP64・

13C頃

31 162 26 1区 H-14撹乱 部踊陶器E書 越前 8 ナデ/ナデ 砂粒混/良好/中世

32 163 27 1区 L-17撹託 陶機 皿 肥前 (66) 11 ロクロ/ロクロ
細砂混f良好/灰勅・RP4.16C末~

17C前半

32 164 27 1区西辺溝 陶機 碗 肥前 5.5 ロクロ/ロクロ 敏密/良好/灰紬・17C-18C前半

32 165 27 1区 G-15撹乱 陶機 皿? 3.5 ロクロ・目跡/ロクロ
敏密/良好/鉄絵?(内面}・灰勅・

19C ? 

32 166 27 1区 F-19撹乱 陶総 皿 7.5 ロクロ/ロクロ 細TIT・黒色粒少量/良好/近世
32 167 27 1区表土 陶総 皿 5 ロクロ/ロクロ 敏密/良好/透朗勅・ 19C?

32 168 27 1区 K-16撹乱 陶総 4冊。 3 ロクロ/ロクロ
敏密/良好/口紅(外商)・灰勅(内外

面3・19C

32 169 27 1区 F-14撹乱 陶総 壷? 4.5 ロクロ/ロクロ
敏密/良好/灰勅(外岡・内面無勅・

RP23・近世

32 170 27 1区 E-16撹乱 陶機 土瓶。 (60) 15 
ロクロ/ロクロ/ケズ

敏密/普通/透明勅・ 19C
リ

32 171 27 1区 1-15 陶機 徳利 (40) 3 ロクロ/ロクロ
徹密/良好/白化粧j二・透明勅・

RP17・近代

2区表土 陶機 徳利
ロクロ/ロクロ/ヘフ 砂粒混/良好/藁灰勅{外面)・鉄紺(内

32 172 27 (90) 10 
削り 面3・19C

32 173 27 1区 0.15撹乱 陶機 火入 (144) 6 ロクロ/ロクロ 砂粒温/良好/j院粕・近世

32 174 27 1区 F-ll撹乱 陶磁 切立 成島 (136) 11.5 
ロクロ/ロクロ/ケズ

砂粒温/良好/鉄粕(内外面〕・ 19C
リ

32 175 27 1区J-19撹乱 陶磁 捕鉢 7.5 卸目/ロクロ 細砂混/良好/1候稀・RP28・17C代

32 176 27 1区xo 陶磁 播鉢 成島か 9.5 卸目/ロクロ・ケズリ 砂粒滋/良好/鉄稀(内外面・ 19C

32 177 27 1区表士 陶磁 捕鉢 9 卸目/ロクロ 細砂多量混/良好/j快晴曲・19C

32 178 27 1区 G-16 醐幌付 皿 肥前 2.7 ロクロ/ロクロ 敏相官/良好/1820-60年代

32 179 27 1区
釦 1-n 

b-J12 
醐幌付 前 2.7 ナデ/ロクロ 徹密/良好/1820-60年代

32 180 27 1区 G-17撹乱 醐幌付 皿 4 ロクロ/ロクロ 徹密/良好/軒E文?(外酌・ 18C?

32 181 27 1区表士 醐幌付 碗? 3.2 ロクロ/ロクロ
敏密/良好/草花文(外面〉・匝娘{肉

函〉・近世?

32 182 27 1区表士 醐幌付 碗 7.5 ロクロ/ロクロ
敏密/良好/型紙摺絵{外面)・園練(内

函〉・明治期

32 183 27 2区 H-7撹乱 醐融付 碗 4.5 ロクロ/ロクロ 徹密/良好/型紙摺絵(外酌・明治

32 184 27 1区 F-9撹乱 磁器色絵 4ψ干 (26) 5.5 ロクロ/ロクロ 徹密/良好/赤絵(外面・明治以降

32 185 27 1区J-21撹乱 醐楳付 蓋 3.5 ロクロ/ロクロ
細砂混/良好/l草花文?(外面〉 ・明治

期

32 186 27 1区西辺溝 士器 短炉? 12.2 ナデ/ミガキ
砂粒混/普通/1陸方向の隆帯(外面7・

近世?

32 187 27 1区 G-15撹乱 士器 士人形 長33
幅

19.5 
13 型打整形 領密/普通/近世

表9 木製品観察表1

図版 遺物 写真
大きさ句置。

番号 番号 図版
品名 地区・出土地点 遺物番号 長さ(直 幅・

高さ 厚さ
残存・破損状況・備考

密・長軸 短軸

33 188a 28 曲物側板 1区SE7-Y RW79 102 100 68 4.5 ほぽ完形

33 188b 28 曲物底板 1区SE7-Y RW79 93.5 90.5 7 完形

33 189 28 曲物底板 1区SE7-Y 241 84 6 41事I組度残る、 2片に割れる

33 190a 28 曲物側板 1区SE7-Y RW97 212 210 112 17 2/3程度の残存
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表10 木製品観察表2

図版 遺物 写真
大きさ伽由。

品名 地区・出土地点 遺物番号 長吉〈直 幅- 残存・破損状況・備考
番号 番母 図版

径)・長職 短軸
高さ 厚さ

33 190b 28 曲物底板 1区SE1-Y RW91 204 2∞ 7 Z片に破損後にあけられた補修のための孔
が2対あり

34 191a 29 幽物底板 l区SE1-Y RW98 236 212 11.5 9'J1J残る

34 191b 30 曲物底板 l区SE1-Y RW98 221 225 13 
完形・側面1<:釘穴あり、黒色付着物と把手

状の痕跡あり

35 192a 29 幽物倒板 l区SE1-Y RWIOI 203 196 92 16 ほぽ完形、内面に黒色付着物

35 192b 29 幽物底板 l区SE1-Y RWIOI 196 117 1.5 
9'J1J残る、2片に割れる。内面に黒色付着物、
側面に釘穴あり。

35 193a 30 幽物倒板 l区SE1-Y RW102 236 101 
破損し5割程度残存、やや腐食、内面に黒

色付着物。

35 193b 30 幽物底板 l区SE1-Y RW102 228 227 12 
完弘中央に2ヵ所、周辺部に6ヵ所の穿

孔あり。

36 194a 31 曲物倒援 l区SE1-Y RW103 210 104 18 
Iまぽ完形、内面に黒色付着物、斜方向の切

れ込み

36 194b 31 曲物底板 l区SE1-Y RW103 197 194 12 
完形・内面に黒色付着物、外面に黒変あり、

側面に釘穴あり。

36 195 31 曲物底板 l区SE1井戸枠内F 213 159.5 12 
7'JIJ残る、少し腐食、内外国九直線的な傷
が多数あり。

36 196 31 角材 l区SE1井戸枠内F 195 65 30 二辺欠く、少し腐食

31 191 32 角材 l区SE1井戸枠内F 264.5 92 39 一端を欠く、腐食

36 198 31 者E材 l区SE1井戸枠内F RW18 525 118.5 32.5 一端を欠く、腐食

31 199 32 事E材 l区SE1-Y RW104 395 80 16 二辺欠ける、やや踊食

31 200 32 者E材 l区SE1井戸枠内F 667.5 82.5 20 一端を欠く、腐食

31 201 32 事E材 l区SE1井戸枠内東南 833 131 19 一端を欠く

31 202 32 角材 l区SE1南東隅柱 RW141 1242 119 97 一雄を欠く

38 203 33 角材 l区SE1北西隈柱 RW151 1184.5 122.5 96.5 一雄腐食し欠く

38 204 33 角材 l区SE1;ft;東隅柱 RW152 1172 110 85 一雄腐食し欠く

38 205 33 角材 l区SE1南西隅柱 RW122 1216 98 59 一雄腐食し欠く

39 206 34 叡材 l区SE1東面井戸欄師 RW128 283 252 13 両端欠く、腐食

39 207 34 襖 l区SE1東面井戸枠 RW140 81 35 19 完形

39 208 34 角材 l区SE1東面井戸枠根材? RW80 681 29.5 24.5 両端:i欠く、全体に腐食

39 209 34 角材 1区SE1東面井戸枠上段積極 RW116 173 75 32 完形

39 210 34 角材 1区SE1東面井戸枠下段積極 RW142 930 67 46 完弘模打ち込みで両楕割れる

39 211 34 叡材 1区SE1東面井戸枠根材上 RW126 860 80 11 一舗を欠く、破片l点あり

39 212 34 叡材 1区SE1東面弁戸枠根材下 RW127 895 72 23 一舗を欠く

40 213 35 板材 1区SE1東面弁戸欄臨 RW129 965.5 97 13 一端を欠く

40 214 35 板材 1区SE1東面弁戸椅嚇菰 RW130 950 97 B 一端腐食し欠く、創れる

40 215 35 板材 1区SE1東面弁戸特嚇菰 RW131 1051 129.5 8.5 一端を欠く、中央に骨jれあり

40 216 35 板材 1区SE1東面弁戸椅嚇菰 RW139 805 133 14 一端を欠く、書Jれあり
40 217 35 板材 1区SE1東面弁戸粍嚇菰 RW138-2 831 12渇 7 一端を欠く、 3片に割れる

40 218 35 板材 1区SE1東面弁戸特嚇菰 RW138-3 628 121 B 一端を欠く、書Jれあり
40 219 35 板材 1区SE1東函弁戸村嚇叛 RWI3B-l 916.5 133 11.5 一端を欠く、街Jれあり
40 220 35 板材 1区SE1東函弁戸特嚇叛 RW137 1072 125 11 一端を欠く、腐食の穴あり

40 221 35 板材 1区SE1東函弁戸材報叛 RW136 1170.5 114 14.5 一端を欠く

41 222 36 板材 1区SE1東函弁戸材報叛 RW136 1093 125 13 一端を欠く

41 223 36 板材
1 区 SE1東面井戸枠2~日I目縦

板
918 122 14 一端を欠く、中央に穴あり

41 224 36 板材
1 区 SE1東面井戸枠2~日I目縦

板
1181 146 17.5 一端腐食し欠〈

41 225 36 板材
1 区 SE1東面井戸枠2~日J目縦

板
1105 105 12 一端腐食し欠〈

41 226 36 板材
1区SE1北面井戸枠上部横

材?
RWBl 701 55.5 12.5 3辺を欠く、腐食

41 227 36 角材 1区SE1北面井戸枠上段横桟 RW153 765 58 45 完形、中央1;;:'1れあり

41 228 36 角材 1区SE1北面井戸枠下段横桟 RW154 921 67 35 完弘一端』ζ棋が残存

41 229 36 板材 1区SE1北面井戸枠縦板 RW149 416 254 24 一辺欠〈

42 230 37 板材 1区SE1北面井戸枠縦板 RW150 241 184 16.5 二辺欠〈、やや腐食

67 



E 遺構と遺物

表11 木製品観察表3

図版 遺物 写真
大きさ(mm)

品名 地区・出土地点 遺物番号 長さ〈直 幅・ 残存・破損状況・備考
番号 番号 図版

釦・長軸 短軸
高さ 厚さ

42 231 37 4匝材 1区SE7;ft函井戸材報板 RW148-2 982 130 10 ー織を欠く

42 232 37 4臣材 1区SE7北面井戸枠制E板 RW148-1 834 131 11 -)1審理E欠く

42 233 37 叡材 1区SE7北面井戸材報坂 RW147 838 130 10 一格者E欠〈

42 234 37 叡材 1区SE7北面井戸材報坂 RW146 879 153 23 一埼を欠〈

42 235 37 tIit材 1区SE7北面井戸材報板 RW145 912 133 B 一埼を欠〈

42 236 37 板材 1区SE7北面井戸軒暗躍板 RW144 900 131 10 一埼を欠〈、縦に割れる

42 237 37 板材 1区SE7北面井戸桝暗躍板 RW143 831 133 11 一鴻を欠〈

板材
1区SE7北面井戸枠2Jl1日縦

一捕を欠〈、脅Iれあり43 23日 38 921 117 6 
板

板材
1区SE7北面井戸枠後2列目

一捕を欠〈、、割れあり43 239 38 1020 136.5 10 
西からZ縦4反

板材
1区SE7北面井戸枠後Z列目

一端を欠〈、曲がる43 240 38 1166 144 11 
西から3縦4反

板材
1区SE7;ft面井戸枠後井戸枠

一端を欠〈43 241 38 1016 119 5 
23青j目西から4縦板

板材
1区SE7;ft面井戸枠2Jll目酉

一端を欠〈43 242 38 830 122 自
から4縦媛

板材
1区SE7;ft面井戸枠後2列回

一端を欠〈43 243 38 
西から 1縦坂

729 140.5 8 

43 244 38 模 1区SE7西面井戸枠 RW115 135 37 20 完形

43 245 38 板材 1区SE7宵面井戸枠制E板 RW117 322 142 25 一端を欠〈、腐食

43 246 38 板材 1区SE7育面井戸枠制E板 RW119 456 128.5 7 一端を欠〈、少し腐食

43 247 38 角材
1区SE7西面井戸枠1段目横

RW114 776 60 35 完形
桟

44 248 39 角材
1区SE7西面井戸枠三段目繍

桟
RW135 928 43 46 完形、両端に模が残る

44 249 39 板材 1区SE7西面井戸相場匪板 RW113 914 98 26 一摘を欠〈

44 250 39 板材 1区SE7西面井戸枠制E板 RW120 679 122 11 一場腐食し欠〈

44 251 39 板材 1区SE7西面井戸枠緩板 RW121 512 119.5 8.5 一摘を欠く、中央に111れあり

44 252 39 板材 1区SE7西面井戸枠制E板
RW133裏

側
770 92 11 一繍を欠く

44 253 39 板材 1区SE7西面井戸輯報板 RW133 972 152 29 一靖を欠く

44 254 39 板材 1区SE7西面井戸輯報板 RW134-1 632 135 10 一靖を欠く

44 255 39 板材 l区SE7西面井戸輯報板 RW134-2 621.5 132.5 9.5 -)1曹を欠く

44 256 39 板材 l区SE7百面井戸耗報板 RW134-3 620 56 6 一埼を欠く

44 257 39 模
1区SE7南面井戸枠三段回西

側
RW124 77 25.5 19 一辺厨滅する

45 258 40 模
1区SE7南面井戸枠三段目繍

桟東側
RW125 114 40 19 完形

45 259 40 角材 l区SE7甫面井戸神上殿様桟 780 70 32 完形、中央に智Iれあり

45 260 40 板材
1区SE7南面井戸枠三段目横

桟
RW123 923 81 38.5 完形、両端容jれる

45 261 40 板材
1区SE7南面井戸枠縦板一束

2 
420 180.5 15 一培を欠く、少し腐食

45 262 40 板材 l区SE7南面井戸続報板ー東 423 385 17 一片を欠〈、腐食穴あり

45 263 40 板材
1区SE7南面井戸枠制E板一束

10 
818 120 7 一培を欠〈

45 264 40 板材
1区SE7南面井戸枠制E板一束

4 
1080 138 16 一講を欠く

46 265 41 板材
1区SE7南面井戸枠制E板一東

6 
880.5 87 12.5 三辺欠く、曲がる

46 266 41 板材
1区SE7南面井戸枠制E板一束

8 
863 107.5 21 一培を欠く、破片l片あり

46 267 41 板材
1区SE7南面井戸枠制E板ー東

9 
868 123 6 一培を欠く、智Iれあり

46 268 41 板材
1区SE7南面井戸枠制E板ー東

11 
893 119 自 一培を欠く、曲がる
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E 遺構と遺物

表 12 木製品観察表4

図版 遺物 写真
大きさ(mm)

品名 地区・出土地点 遺物番号 長吉 f直 幅・ 残存・破損状況・備考
番号 番号 図版

径)・長軸 短鞘
高さ 厚さ

板材
l区SE1南面井戸軒端張ー東

一端を欠く、削れあり46 269 41 926 1∞ 8.5 
12 

板材
l区SE1南面井戸軒端張ー東

一端を欠く46 210 41 870.5 85.5 12 
13 

板材
l区SE1南面井戸欄師ー東

一端を欠く、割れあり46 211 41 1026 137 14 
14 

板材
l区SE1南面井戸欄臨ー東

47 212 41 
16 

971 135 19 一端を欠く

47 213 41 板材
1区SE1南面井戸欄臨ー東

17 
8∞ 125.5 9 一端を欠く

47 214 41 板材
1区SE1南面井戸枠縦板ー東

18 
1013 140 15 一端を欠く、割れあり

47 215 41 板材
1区SE1南面井戸枠縦板ー東

19 
884 126 13 一端を欠く、破片2、援合せず

47 216 41 板材
1区SE1南面弁戸枠縦板ー東

15 
1025 142 18 一端を欠く

47 211 41 板材 1区SE9-F7 339 93 20 一端を欠く

表 13 金属製品観察表

図版 遺物 写真 計測値 (mm)

番号 番号 図版
種類 地区 出土地点

長さ・薗径 幅 厚さ
備考

48 218 43 万子か l区 J-22 n b 
48 219 43 煙管 l区 J-22撹乱

48 280 43 釘 l区 H-20撹乱

48 281 43 釘 l区 ひ22撹乱

48 282 43 不明金属製品 1区 D-16撹乱

表 14 石製品観察表

46 11 

5.5 12 

71 17 

91 15 

40 45 

4 RM13・鉄製品

13 青銅製か

95 鉄製品

5 鉄製品

10 鉄製品

備考

膚面は表・裏の2面あり

RQ19・膚画は1面のみ・磨滅

参考資料・凝灰岩製、基部を欠く

※須恵掠・士師様・陶磁器観察表の計測値で、( )内の値は復原による推定値、( )内の値は残存値老示す。
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Ⅳ　理化学分析

1　放射性炭素年代測定（１）
パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・小

林紘一・Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・小林克也

A　は じ め に

　山形県東置賜郡川西町に位置する元宿北遺跡から出土

した試料について、加速器質量分析法（AMS 法）によ

る放射性炭素年代測定を行った。なお、一部の試料につ

いて樹種同定が行われている（樹種同定の項参照）。

B　資 料 と 方 法

　試料は、井戸跡である SE7の井戸枠板材（スギ）1点（試

料No.1：PLD-25201）、井戸跡の可能性が考えられてい

る SE9 の板材（スギ）1点（試料 No.2：PLD-25202）、

土坑である SK3 の生の種実（試料 No.3：PLD-25203）

の 3点である。試料No.1 と 2は最終形成年輪が確認で

きなかった。発掘調査所見では、SE7 は中世、SE9 は奈

良・平安時代または中世、SK6 は時期不明であると考え

られている。測定試料の情報、調製データは表 15のと

おりである。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コ

ンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、14C 年代、暦年代を算出した。

C　結　　果

　表 16に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体

比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に

用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に

従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、1950

年の大気の 14C 濃度を 1として計算した試料の 14C 濃度

を表す F14C 値を、第 49 図に暦年較正結果をそれぞれ

示す。暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸めていな

い値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年

代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した

年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減

期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付

記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標

準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその
14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変

動、および半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）

を較正して、より実際の年代値に近いものを算出するこ

とである。

Ⅳ　理化学分析

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-25201

調査区：1区 
遺構：SE7 
位置：南辺　東 1 
試料 No.1
（第 45図 262）

種類：生材（スギ） 
試料の性状：部位不明 
器種：井戸枠板材 
部位：外側 5年輪分 
状態：wet

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-25202

調査区：1区 
遺構：SＥ 9 
位置：F7 
試料 No.2
( 第 47 図 279)

種類：生材（スギ） 
試料の性状：部位不明 
器種：板材 
部位：外側 2年輪分 
状態：wet

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-25203

調査区：1区 
遺構：SK6 
層位：黒色土層 
試料 No.3

種類：生の種実 
状態：dry

超音波洗浄 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N, 水酸化ナトリウム：
1.0N, 塩酸：1.2N）

表 15　測定試料および処理
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D　考　　察

　以下、各試料の暦年較正結果のうち2σ暦年代範囲（確

率 95.4%）に着目して、結果を整理する。

　SE7 か ら 出 土 し た 試 料 No.1（PLD-25201） は、

1040-1109 cal AD（54.1%）および 1116-1187 cal AD

（41.3%）を示し、11世紀前半～ 12世紀後半となった。

これは、平安時代に相当する。発掘調査所見では、SE7

は中世であると考えられているが、測定結果では平安時

代となった。

　木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もし

　14C 年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：

IntCal13、1950 年以降の試料については Post-bomb 

atmospheric NH2）を使用した。なお、1σ暦年代範囲

は、OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差

に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様

に 2σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲であ

る。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入

る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代

の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

測定番号 δ13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

14C 年代
(yrBP±1σ) F14C

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-25201
試料 No.1

-26.16±0.21 905±18 905±20 -
1049AD(42.7%)1085AD 
1124AD(11.5%)1137AD 
1150AD(14.0%)1163AD

1040AD(54.1%)1109AD 
1116AD(41.3%)1187AD

PLD-25202
試料 No.2

-27.65±0.15 762±18 760±20 - 1256AD(68.2%)1276AD 1223AD(95.4%)1280AD

PLD-25203
試料 No.3

-29.70±0.19 -1988±16 -1990±15 1.2808±0.0026 

Post-bomb NH2:
1962AD( 2.5%)1962AD 
1979AD(65.7%)1980AD

Post-bomb NH2:
1961AD(11.7%)1962AD 
1979AD(82.4%)1980AD 
1981AD( 1.3%)1981AD

Ⅳ　理化学分析

表 16　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

第 49 図　各試料の暦年較正結果
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Ⅳ　理化学分析

くは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると最

終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古

木効果）。試料 No.1（PLD-25201）は最終形成年輪の

測定が行われていないことから、古木効果の影響を受け

た、または井戸枠板材には転用材が用いられており、想

定年代よりも古い測定結果となった、などの可能性が考

えられる。

　SE9 か ら 出 土 し た 試 料 No.2（PLD-25202） は、

1223-1280 cal AD（95.4%）を示し、13世紀前半～後

半となった。これは、鎌倉時代に相当する。

　しかし試料 No.2（PLD-25202）では、最終形成年輪

の測定が行われていない。古木効果の影響で実際の伐採

年代よりも古い年代を示している可能性があり、注意が

必要である。発掘調査所見では、SE9 は奈良・平安時代

または中世と考えられていたが、測定結果によって、鎌

倉時代以降の遺構であると絞り込みができた。

　SK6 から出土した試料No3（PLD-25203）は、1961-

1962 cal AD（11.7%）、1979-1980 cal AD（82.4%）、

1981-1981 cal AD（1.3%）を示し、20世紀後半となっ

た。これは、現代に相当する。

引用・参考文献

Bronk Ramsey, C. 　2009　 Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
Hua, Q., Barbetti, M. Rakowski, A.Z. 　2013　Atmospheric Radiocarbon for the Period 1950‒2010. Radiocarbon, 55(4), 1-14.
中村俊夫　2000　「放射性炭素年代測定法の基礎」『日本先史時代の 14C 年代編集委員会編「日本先史時代の 14C 年代」』p.3 ～ p.20　

日本第四紀学会
Reimer, P.J., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Cheng, H., Edwards, R.L., Friedrich, M., Grootes, 

P.M., Guilderson, T.P., Haflidason, H., Hajdas, I., Hatte, C., Heaton, T.J., Hoffmann, D.L., Hogg, A.G., Hughen, 
K.A., Kaiser, K.F., Kromer, B., Manning, S.W., Niu, M., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, E.M., Southon, 
J.R.,  Staff, R.A., Turney, C.S.M., and van der Plicht, J.　2013)　IntCal13 and Marine13 Radiocarbon Age 
Calibration Curves 0‒50,000 Years cal BP. Radiocarbon, 55(4), 1869-1887.

２　出土木製品の樹種同定（１）
小林克也（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

　松川と元宿川との間に形成された河岸段丘の北側に位

置する元宿北遺跡では、井戸跡などから出土した木製品

の樹種同定を行なった。なお、一部の試料を用いて放射

性炭素年代測定も行われている（放射性炭素年代測定の

項参照）。

B　試料と方法

　試料は、井戸跡である SE7 から 3点、井戸跡の可能

性が高いと考えられている SE9 から 1点の、計 4点の

出土木製品である。時期については、発掘調査の所見で

は SE7 は中世、SE9 は奈良・平安時代または中世であ

ると考えられている。なお、放射性炭素年代測定の結果

では、試料No.1が平安時代、試料No.2が鎌倉時代であっ

た。

　生材の樹種同定では、材の横断面（木口）、接線断面（板

目）、放射断面（柾目）について、カミソリで薄い切片

を切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラー

トを作製した。その後乾燥させ、光学顕微鏡にて検鏡お

よび写真撮影を行なった。

C　結　　果

　同定の結果、いずれも針葉樹のスギであった。同定結

果を表 17に示す。次に、同定された材の特徴を記載し、

図版に光学顕微鏡写真を示す。

(1) スギ　Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don　スギ科　

第 50図　1a-1c(No.1)、2a-2c(No.4)、3a-3c(No.5)

　仮道管と放射組織、樹脂細胞で構成される針葉樹であ

る。晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩やかであ

る。放射組織は単列で、1～ 10 細胞高となる。分野壁

孔は大型のスギ型で、1分野に普通 2個みられる。

　スギは大高木へと成長する常緑針葉樹で、天然分布は

東日本の日本海側に多い。比較的軽軟で、切削などの加

試料No. 地区 遺構 器種 樹種 年代測定番号
1（第 45図 262） 1区 SE7 井戸枠側板 スギ PLD-25201
2（第 47図 277） 1区 SE9 板材 スギ PLD-25202
4（第 37図 202） 1区 SE7 井戸枠隅柱 スギ
5（第 37図 205） 1区 SE7 井戸枠隅柱 スギ

表 17　木製品樹種同定１
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　SE7 で出土した井戸枠の側板と隅柱は、いずれもスギ

であった。スギは木理通直で真っ直ぐに生育し、加工性

が良いという材質を持つ（伊東ほか，2011）。そのため

工が容易な材である。

D　考　　察

Ⅳ　理化学分析

第 50 図　木製品の光学顕微鏡写真１

1a-1c. スギ (No.1)、2a-2c. スギ (No.4)、3a-3c. スギ (No.5)
a: 横断面 ( スケール =500 µm)、b: 接線断面 ( スケール =200 µm)、c: 放射断面 ( スケール =50 µm)
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３　出土木製品の樹種同定（２）
株式会社吉田生物研究所

A　試　　料

　試料は山形県元宿北遺跡から出土した容器８点、建築

部材６点の合計 14点である。

B　観 察 方 法

　剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線

断面）の各切片を採取し、永久プレパラートを作製した。

このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

C　観 察 方 法

　樹種同定結果（針葉樹２種、広葉樹１種）の表18

と顕微鏡写真を示し（第 51 ～ 56 図　使用顕微鏡

NikDS-Fi1）、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

１）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）

（遺物No.1A・1B・2A・2B・３～６・８）

（写真No.1A・1B・2A・2B・３～６・８）　

　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩や

かであった。樹脂細胞は晩材部に散在または接線配列で

ある。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からやや

スギ型で 1分野に 2～ 4個ある。板目では放射組織は

すべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞があ

る。アスナロ属にはアスナロ（ヒバ、アテ）とヒノキア

スナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別困難である。

アスナロ属は本州、四国、九州に分布する。

２）スギ科スギ属スギ（Cryptomeria japonica D.Don）

（遺物No. ９～ 14）

（写真No. ９～ 14）

　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや

急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に並んでいた。

柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で１分野

に１～３個ある。板目では放射組織はすべて単列であっ

た。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本

州、四国、九州の主として太平洋側に分布する。

３） ブ ナ 科 ク リ 属 ク リ（Castanea crenata Sieb. et 

Zucc.）

（遺物No. ７）

（写真No. ７）

　環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独

の大道管（～ 500μm）が年輪にそって幅のかなり広い

孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁

で角張った小道管が単独あるいは２～３個集まって火炎

引用・参考文献

パリノ・サーヴェイ株式会社　2006　「自然科学分析」『鵜ノ木館跡発掘調査報告書』　山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 150 集
p,159-p,185

井戸枠として選択的に利用されていた可能性がある。

　南陽市の鵜ノ木館跡で検出された、中世と考えられる

井戸跡の井戸枠にはマツ属複維管束亜属とクリ、モクレ

ン属が利用されており（パリノ・サーヴェイ株式会社，

2006）、遺跡周辺に生育していた樹木を利用していたと

考えられている。また鵜ノ木館跡では花粉分析も行なわ

れており、遺跡周辺にはブナ属やナラ類を主体とする冷

温帯落葉広葉樹林が広がっていたと推測され、スギは顕

著に生育していなかったと考えられる（パリノ・サーヴェ

イ株式会社，2006）。

　元宿北遺跡の SE7 と SE9 から出土した井戸枠および

板材はいずれもスギで、鵜ノ木館跡とは用材傾向は異

なっていた。元宿北遺跡では、遺跡周辺に生育していた

樹木ではなく、他地域から持ち込まれた材を利用してい

た可能性が高い。

No 図版番号 遺物番号 品　　名 樹　　種
1A 第 33 図 188b RW79 A 曲物 ( 底板） ヒノキ科アスナロ属
1B 第 33図 188a B　〃 ( 側板） ヒノキ科アスナロ属
2A 第 33図 190b RW97 A 曲物 ( 底板） ヒノキ科アスナロ属
2B 第 33図 190a B　〃 ( 側板） ヒノキ科アスナロ属
3 第 35図 193b RW102 曲物底板 ヒノキ科アスナロ属
4 第 36図 194b RW103 曲物底板 ヒノキ科アスナロ属
5 第 35図 192b RW101 曲物底板 ヒノキ科アスナロ属
6 第 36図 195 曲物底板 ヒノキ科アスナロ属
7 第 34図 191a RW98 曲物底板 ブナ科クリ属クリ
8 第 34図 191b RW98 曲物底板 ヒノキ科アスナロ属
9 第 39図 210 RW142 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ
10 第 41図 228 RW154 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ
11 第 44図 248 RW135 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ
12 第 41図 227 RW153 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ
13 第 45図 259 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ
14 第 43図 247 RW114 角材 ( 井戸枠横浅）スギ科スギ属スギ

表 18　木製品樹種同定２
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連なり（ストランド）、軸方向要素の大部分を占める木

繊維が見られる。クリは北海道（西南部）、本州、四国、

九州に分布する。

状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁

壁孔を有する。放射組織は大体において平伏細胞からな

り同性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、

軸方向要素として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の

引用・参考文献

林 昭三 　1991『日本産木材顕微鏡写真集』　1991　京都大学木質科学研究所
伊東隆夫　1999　『日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ』 京都大学木質科学研究所
北村四郎 ･村田 源　1979　『原色日本植物図鑑木本編Ⅰ ･Ⅱ』　保育社
島地 謙 ･ 伊東隆夫　1988　『日本の遺跡出土木製品総覧』　雄山閣出版
奈良国立文化財研究所　1985　『奈良国立文化財研究所 史料第 27冊 木器集成図録 近畿古代篇』
奈良国立文化財研究所　1993　『奈良国立文化財研究所 史料第 36冊 木器集成図録 近畿原始篇』

木口 

No.1A（188b）ヒノキ科アスナロ属

No.1B（188a）ヒノキ科アスナロ属

木口 

柾目

柾目

板目

板目

Ⅳ　理化学分析

第 51 図　木製品の光学顕微鏡写真２
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木口 

木口 

木口 

No. ２A（190b）ヒノキ科アスナロ属

No. ２B（190a）ヒノキ科アスナロ属

No. ３（193b）ヒノキ科アスナロ属

柾目

柾目

柾目

板目

板目

板目

第 52 図　木製品の光学顕微鏡写真３
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木口 

木口 

木口 

No. ４（194b）ヒノキ科アスナロ属

No. ５（192b）ヒノキ科アスナロ属

No. ６（195）ヒノキ科アスナロ属

柾目

柾目

柾目

板目

板目

板目

Ⅳ　理化学分析

第 53 図　木製品の光学顕微鏡写真４
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木口 

木口 

木口 

No. ７（191a）ブナ科クリ属クリ

No. ８（191b）ヒノキ科アスナロ属

No. ９（210）スギ科スギ属スギ

柾目

柾目

柾目

板目

板目

板目

第 54 図　木製品の光学顕微鏡写真５
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木口 

木口 

木口 

No.10（228）スギ科スギ属スギ

No.11（248）スギ科スギ属スギ

No.12（227）スギ科スギ属スギ

柾目

柾目

柾目

板目

板目

板目

Ⅳ　理化学分析

第 55 図　木製品の光学顕微鏡写真６
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木口 

No.13（259）スギ科スギ属スギ

No.14（247）スギ科スギ属スギ

柾目

柾目

板目

板目

４　出土木製品の樹種同定（３）
株式会社東都文化財保存研究所

A　試　　料

　試料は、1区 SE7 の井戸の構築部材 10点（委託№１・

２・４～ 11）と 1区 SE9 から出土した板材 1点（委託

№３）の合計 11点である。

B　分 析 方 法

　剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目

（接線断面）の3断面の切片を直接採取する。切片をガム・

クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリ

セリン、蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートとす

る。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配

列を観察し、その特徴を現生標本と比較して種類（分類

群）を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）

や Richter 他（2006）を参考にする。

C　結　　果

 　樹種同定結果を表 19に示す。井戸の構築材および板

材は、全て針葉樹で、3分類群（スギ・アスナロ・ヒノ

キ科）に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.）D. Don）

スギ科スギ属

第 56 図　木製品の光学顕微鏡写真７
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№ 図版番号 遺物番号 地区・遺構 遺物名 種類
１ 第 41図 229 RW149 1 区 SE7 板材 ( 井戸枠材 ) スギ
２ 第 39図 206 RW128 1 区 SE7 板材 ( 井戸枠材 ) スギ
３ 第 47図 277 1 区 SE9-F7 板材 スギ
４ 第 45図 261 1 区 SE7 板材 ( 井戸枠材 ) スギ
５ 第 33図 189 1 区 SE7 曲物底板 アスナロ
６ 第 38図 203 RW151 1 区 SE7 角材 ( 井戸隅柱 ) スギ
７ 第 37図 202 RW141 1 区 SE7 角材 ( 井戸南東隅柱 ) ヒノキ科
８ 第 38図 204 RW152 1 区 SE7 角材 ( 井戸隅柱 ) スギ
９ 第 45図 260 RW123 1 区 SE7 角材 ( 井戸枠横桟 ) スギ
10 第 38図 205 1 区 SE7 角材 ( 井戸隅柱 ) スギ
11 第 39図 209 RW116 1 区 SE7 角材 ( 井戸枠横桟 ) スギ

キ型で、1分野に 1～ 4個。放射組織は単列、1～ 10

細胞高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は

比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められ、接線方

向に揃う傾向がある。放射組織は柔細胞のみで構成され

る。分野壁孔はスギ型で、1分野に 2～ 4 個。放射組

織は単列、1～ 10細胞高。

・アスナロ（Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc.）　

ヒノキ科アスナロ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は

狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められ、接線方向に揃

う傾向がある。放射組織は柔細胞のみで構成され、内部

には茶褐色の樹脂が顕著に認められる。分野壁孔はヒノ

１. スギ（委託No. ４）

２．アスナロ（委託No. ５） ａ：木口　ｂ：柾目　C: 板目

Ⅳ　理化学分析

第 57 図　木製品の光学顕微鏡写真８

表 19　木製品樹種同定表３
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く観察できない。放射組織は単列、1～ 10細胞高。

　上記アスナロを含むヒノキ科のいずれかであるが、保

存状態が悪いため、種類は不明である。

の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材

部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放

射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は保存が悪

引用文献

島地　謙・伊東隆夫　1982　『図説木材組織』　地球社　
Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E.（編）　1998　『広葉樹材の識別　IAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト』　伊東隆夫・藤井智之・

佐伯　浩（日本語版監修）　海青社［Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E.(1989)IAWA List of Microscopic 
Features for Hardwood Identification］

５　放射性炭素年代測定（２）
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　は じ め に

　今回の分析調査では、元宿北遺跡の井戸跡等の遺構か

ら出土した、木材および炭化材を試料として放射性炭素

年代測定を行うことにより、各試料が出土した遺構の年

代資料を作成する。

B　試　　料

　試料は出土遺物等から中世の井戸跡とされている SE7

出土木材１点と、平安時代の土坑とされている SK19 出

土炭化材１点の計２点である。試料には、それぞれ試料

番号１、試料番号２が付されている。試料番号１の木材

は芯持材であり、樹種はクマヤナギ属に同定された。試

料番号 2の炭化材はミカン割状を呈し、樹種はブナ属

に同定された。

C　分 析 方 法

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着し

ている場合、これらをピンセット、超音波洗浄などによ

り物理的に除去する。その後HC l により炭酸塩等酸可

溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等アルカリ可溶成分

を除去、HC l によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩

等酸可溶成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、1g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔

（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空にして

封じきり、500℃（30分）850℃（2時間）で加熱する。

液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を利用し、真

空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコー

ル管に精製した CO2 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄

のあるバイコール管底部のみを 650℃で 10時間以上加

熱し、グラファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径

1mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に

装着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加

速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である

米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX-

Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定

中同時に 13C/12C の測定も行うため、この値を用いてδ
13C を算出する。

　放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使

用する。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代

（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相

当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON 

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.0（Copyright 

1986-2014 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差と

して標準偏差（One Sigma）を用いる。暦年較正とは、

大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出

された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変

動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14C

の半減期 5,730±40 年）を較正することである。暦年

較正は、CALIB REV7.0 のマニュアルにしたがい、1年

単位まで表された同位体効果の補正を行った年代値を用

いて行う。また、北半球の大気中炭素に由来する較正曲

線を用い、測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。σ

は統計的に真の値が 68% の確率で存在する範囲、2σ

は真の値が 95%の確率で存在する範囲である。表中の

相対比とは、σ、2σの範囲をそれぞれ 1とした場合、

その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したも

のである。較正された暦年代は、将来的に暦年較正曲線

等の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、
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初頭頃（小林編（2008）などによる）に相当するもの

であった。この試料は、出土状況の詳細が不明なためそ

の原因はわからない。しかし、この結果から見る限り、

地山に含まれた古材が混入したことや、井戸枠等への古

材の利用等も示唆される。出土状態の再確認を経て、井

戸跡との関連性を検証する必要があろう。

　一方試料番号 2で得られた較正暦年代は、およそ平

安時代末から鎌倉時代初期頃に相当するものであり、土

坑 SK19 の時代を平安時代とする発掘調査所見を支持す

る結果と言える。

1年単位で表された値を記す。

Ｄ　結果および考察

　同位体効果による補正を行った測定結果を表 20 に

示す。試料番号 1は 3,760±30BP であり、試料番号 2

は 860±20BP を示す。各試料の較正暦年代を表 21 に

示す。測定誤差をσの年代でみると、試料番号 1は

calBC2,271-2,138 となり、試料番号 2は 12 世紀後半

から 13世紀前半頃までとなる。

　試料番号 1は、中世の井戸とされた SE7 から出土し

た木材試料とされているが、較正暦年代は縄文時代後期

試料
番号 種類 形状 樹種 出土地点

補正年代 δ13Ｃ 測定年代 Code No.
BP （‰） BP

1 木材 芯持材 クマヤナギ属 1区 SE7-Y 3,760 ± 30 -31.32 ± 0.43 3,870 ± 30 IAAA-140781
2 炭化材 ミカン割状 ブナ属 1区 SK19-F1   860 ± 20 -28.89 ± 0.40   920 ± 20 IAAA-140782

表 20　放射性炭素年代測定

1）年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用。
2）BP年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
3）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

試料
番号

補正年代 
(BP) 暦年較正年代 相対比 Code No.

1 3,763± 28

σ
cal BC 2,271 - cal BC 2,259 cal BP 4,221 - 4,209 0.088

IAAA-140781

cal BC 2,206 - cal BC 2,138 cal BP 4,156 - 4,088 0.912

2σ

cal BC 2,286 - cal BC 2,246 cal BP 4,236 - 4,196 0.152
cal BC 2,243 - cal BC 2,239 cal BP 4,193 - 4,189 0.004
cal BC 2,235 - cal BC 2,129 cal BP 4,185 - 4,079 0.751
cal BC 2,087 - cal BC 2,048 cal BP 4,037 - 3,998 0.092

２ 857± 20
σ

cal AD 1,168 - cal AD 1,178 cal BP 782 - 772 0.240

IAAA-140782
cal AD 1,181 - cal AD 1,211 cal BP 769 - 739 0.760

2σ
cal AD 1,154 - cal AD 1,225 cal BP 796 - 725 0.981
cal AD 1,231 - cal AD 1,245 cal BP 719 - 705 0.019

表 21　暦年較正結果

1）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.0（Copyright 1986-2014 M Stuiver and PJ Reimer）を使用
2）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
3） 1 桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。
4）統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2σは 95%である 
5）相対比は、σ、2σのそれぞれを 1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

６　須恵器・中世陶器の胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　は じ め に

　河川跡や井戸跡等の遺構から出土した、古代須恵器お

よび中世陶器の材質（胎土）の特性を明らかにすること

により、その産地に関わる資料を作成する。

B　試　　料

　試料は、古代の須恵器 5点と中世の陶器 3点の計 8

点である。そのうち須恵器は高台坏、蓋、壺、こね鉢、

の各器種に分類されており、中世陶器のうち 1点は

擂鉢である。中世陶器には試料番号 3～ 5、須恵器には

試料番号 6～ 10 が付されている。各試料の試料番号、

器種、出土地点および遺物番号を一覧として、表 22に

示す。

C　分 析 方 法

　これまで当社では、山形盆地や庄内平野に分布する遺

Ⅳ　理化学分析
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試料
番号

図版
番号 種類 出土地点 蛍光X線 

分析
薄片作製 
観察

3 第 29図 93 中世陶器擂鉢 1区 SE7-F2 1 1
4 第 27 図 70 中世陶器 1区 SD8-F 1 1
5 第 28 図 85 中世陶器 1区 SE4-F2 1 1
6 第 24 図 10 須恵器高台坏 2区 SD1-F1 1
7 第 25 図 21 須恵器蓋 1区 SD1 1
8 第 25 図 36 須恵器壺 2区 SD1-F1a 1
9 第 27 図 62 須恵器こね鉢 1区 SD1-F1a 1
10 第 26 図 39 須恵器 1区 SD1-F1b 1

計 8 3

跡から出土した須恵器の胎土分析を行ってきた。高温焼

成と胎土中の砂粒が少ないという須恵器の胎土の特性に

より、分析手法は薄片作製観察と蛍光X線分析を併用し、

両結果を合わせて解析を行っている。今回は、中世陶器

については薄片作製観察と蛍光 X線分析を併用し、須

恵器については蛍光 X線分析を用いる。以下に各分析

方法を述べる。

（1）蛍光 X線分析

　リガク製波長分散型蛍光X線分析装置（ZSX PrimusⅢ

+）を用い、ガラスビード法により分析を実施した。測

定用のプログラムは、定量アプリケーションプログラム

のFP定量法を使用し、SiO2,TiO2,Al2O3,Fe2O3,MnO,MgO,

CaO,Na2O,K2O,P2O5の主要10元素およびRb,Sr,Y,Zr,Baの

微量5元素について定量分析を実施した。なお、標準試

料には独立行政法人産業技術総合研究所の地球化学標準

試料(JA-1,JA-2,JA-3,JB-1a,JB-2,JB-3,JCh-1,JF-1,JF-2,JG-

1a,JG-2,JG-3,JGb-1,JGb-2,JH-1,JLk-1,JR-1,JR-2,JR-3,JSd-

1,JSd-2,JSd-3,JSl-1,JSl-2,JSy-1)を用いた。

1）装置

　（株）リガク製 走査型蛍光 X線分析装置 ZSX Primus

Ⅲ +（FP 定量法アプリケーション）

2）試料作製

　機械乾燥（110℃）した試料を、振動ミル（平工製作

所製 TI100；10ml 容タングステンカーバイト容器）で

粉砕・混合し、ガラスビードを表 23の条件で作製した。

3）測定条件

　上記作製したガラスビードを専用ホルダーにセッ

トし、走査型蛍光 X線分析装置（（株）リガク製 ZSX 

PrimusⅢ +）を用い、表23・24の条件で測定を実施した。

（2）薄片作製観察

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、

正確に 0.03mmの厚さに研磨して作製した。観察は偏

光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれ

溶融装置 自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビートサ
ンプラー（3491A1）

溶剤及び希釈率 融剤（Spectroflux 100B）5.000g: 試料 0.500g
剥離剤 LiI（溶融中 1回投入）
溶融温度 1200℃（約 7分）

ターゲット Rh
管電圧 (KV) 50
管電流 (mA) 50
試料マスク 30mmφ
試料スピン ON
ダイアフラム 30mmφ
測定雰囲気 真空

測定 
元素

測定 
スペクトル

1次 
フィルタ

アッテ 
ネータ スリット 分光 

結晶 検出器
PHA 角度 (deg) 計測時間 (s)

LL UL Peak +BG -BG Peak BG
SiO2 Si-Kα OUT OUT S4 PET PC 120 300 109.030 105.00 113.00 40 20 
TiO2 Ti-Kα OUT OUT S2 LIF(200) SC 80 340 86.140 84.50 88.50 60 60 
Al2O3 Al-Kα OUT OUT S4 PET PC 110 300 144.770 138.00 - 40 20 
Fe2O3 Fe-Kα OUT OUT S2 LIF(200) SC 90 320 57.494 55.50 60.00 40 20 
MnO Mn-Kα OUT OUT S2 LIF(200) SC 90 20 62.966 62.00 63.68 60 20 

MgO Mg-Kα OUT
OUT

S4 RX25 PC 110 420
39.596 37.00-37.50 

(0.10step)
41.50-42.50 
(0.20step)

60 20 

CaO Ca-Kα OUT OUT S4 LIF(200) PC 120 290 113.124 110.20 115.90 40 20 
Na2O Na-Kα OUT OUT S4 RX25 PC 120 300 48.134 45.90 50.30 60 20 
K2O K-Kα OUT OUT S4 LIF(200) PC 120 280 136.674 - 142.00 40 20 
P2O5 P-Kα OUT OUT S4 GE PC 150 270 141.096 138.10 143.20 60 20 

Rb Rb-Kα OUT
OUT

S2 LIF(200) SC 100 300
26.598 25.60-25.80 

(0.10step)
27.06-27.14 
(0.04step)

120 40 

Sr Sr-Kα OUT
OUT

S2 LIF(200) SC 100 300
25.134 24.40-24.70 

(0.10step)
25.60-25.80 
(0.10step)

120 40 

Y Y-Kα OUT
OUT

S2 LIF(200) SC 100 300
23.758 23.04-23.16 

(0.06step)
24.30-24.50 
(0.10step)

120 40 

Zr Zr-Kα OUT OUT S2 LIF(200) SC 100 310 22.536 22.16 23.04 120 60 
Ba Ba-Lα OUT OUT S2 LIF(200) SC 100 290 87.164 84.50 88.50 120 60 

表 22　胎土分析試料一覧

表 23　ガラスビード作成条件

表 24　蛍光Ｘ線装置条件

表 25　蛍光Ｘ線定量測定条件
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る鉱物片、岩石片および微化石の種類構成を明らかにし

た。ここでは、薄片観察結果を松田ほか（1999）の方

法に従って表記する。これは、胎土中の砂粒について、

中粒シルトから細礫までを対象とし、粒度階ごとに砂粒

を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたもの

である。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径

組成により、土器の製作技法の違いを見出すことができ

るために、同一の地質分布範囲内にある近接した遺跡間

での土器製作事情の解析も可能である。以下にその手順

を述べる。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて 0.5mm

間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイン

ト法により 200 個あるいはプレパラート全面で行った。

なお、径 0.5mm以上の粗粒砂以上の粒子については、

ポイント数ではなく粒数を計数した。また、同時に孔

と基質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒

度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、

砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔 ・砂粒・基質の割合

を示す棒グラフを呈示する。

D　結　　果

（1）蛍光 X線分析

　各試料の化学組成は、表 26に示す通りである。ここ

では試料間の組成を比較する方法として、以下に示す元

素を選択し、それらの値を縦軸・横軸とした散布図を作

成した（第 58図）。

a）化学組成中で最も主要な元素である SiO2 と Al2O3。

b）粘土の母材を考える上で、長石類 ( 主にカリ長石、

斜長石 ) の種類構成は重要である。このことから、指標

として長石類の主要元素である CaO、Na2O、K2O の 3

者を選択し、長石全体におけるアルカリ長石およびカリ

長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体に

おけるアルカリ長石の割合（Na2O ＋ K2O）/（CaO ＋

Na2O ＋ K2O）を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ

長石の割合 K2O/（Na2O ＋ K2O）を縦軸とする。

c）輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要

な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主要

な元素のうち、TiO2、Fe2O3、MgO を選択し、Fe2O3 を

分母とした TiO2、MgOの割合を見る。

d）各微量元素を選択する。組み合わせは、Rb-Sr と

Zr-Ba の 2通りとする。

　今回作成した 5つの散布図を概観すると、以下のよ

うな各試料間の組成の類似性と異質性を見出すことがで

きる。

　3点の中世陶器の間では、試料番号 3と 5の類似性

とこれら 2点に対する試料番号 4の異質性が、5つの

散布図を通して明瞭に認められる。

　須恵器の 5点の間では、試料番号 8と 9の類似性が、

5つの散布図を通して明瞭に認められる。これら 2点か

ら見ると、試料番号 6はどの散布図においても離れた

位置にあり、試料番号 8、9との異質性が指摘できる。

試料番号 7と 10 については、SiO2-Al2O3 図では試料番

号 8、9と近接しており、長石類主要元素図においては

試料番号 8、9と試料番号 6との間に位置し、有色鉱物

主要元素図では試料番号 7も 10も、試料番号 6と同程

度に試料番号 8、9から離れた位置にあり、かつ試料番

号 7と 10 との間も離れている。Rb-Sr 図でも試料番号

7と 10 は、試料番号 6と同程度に試料番号 8、9から

離れた位置にあるが、試料番号 7と 10は近接している。

Zr-Ba図では、試料番号10は試料番号8、9に近接するが、

試料番号 7は試料番号 6と同程度に離れている。

　中世陶器と須恵器との関係をみると、中世陶器の試料

番号 3、5 と須恵器の試料番号 8、9 とは、Zr-Ba 図で

はやや近接するものの、他の 4つの図では明瞭に離れ

た位置にある。中世陶器の試料番号 4は、SiO2-Al2O3 図

と有色鉱物主要元素図においては、中世陶器の試料番号

3、5と須恵器の試料番号 8、9との中間に位置し、長

石類主要元素図と Rb-Sr 図では須恵器の試料番号 8、9

に近接した位置にある。須恵器の試料番号 6は、5つの

図を通して、中世陶器 3点と試料番号 4以外の須恵器

4点との位置関係よりも離れた位置にある。須恵器の試

料番号7と10は、中世陶器試料との位置関係が図によっ

て異なるということがその特性になると言える。

（2）薄片作製観察

　観察結果を表 27、第 59・60図に示す。以下に、鉱物・

岩石組成、粒径組成、砕屑物・基質・孔 の順に各試料

の特徴を述べる。

1）鉱物・岩石組成

　3試料は、ほぼ同様の組成を示す。砂粒の主体は石英

と斜長石の鉱物片であり、これに少量の多結晶石英と花

Ⅳ　理化学分析
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試料
番号

主要元素（％） Total
SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Rb Sr Y Zr Ba (%)

3 64.76 1.00 22.33 5.59 0.05 0.84 1.36 1.47 1.57 0.05 74 123 19 234 531 99.12
4 67.69 0.73 20.74 3.34 0.03 1.00 0.45 1.16 2.50 0.04 118 70 21 153 527 97.77
5 64.36 1.02 21.55 6.73 0.06 0.83 1.04 1.31 1.22 0.09 75 101 21 212 504 98.30
6 60.52 1.10 28.39 4.99 0.01 0.72 0.16 0.54 2.15 0.02 130 40 37 123 372 98.67
7 71.71 0.91 18.85 1.88 0.01 0.58 0.21 0.43 1.31 0.05 67 34 17 203 321 96.00
8 70.29 0.87 19.61 2.85 0.02 1.11 0.34 0.88 2.20 0.04 105 70 40 189 519 98.30
9 71.25 0.87 19.46 2.72 0.02 1.07 0.36 0.97 2.17 0.11 106 75 38 192 578 99.10
10 70.07 0.65 18.64 3.63 0.02 0.75 0.24 0.53 1.78 0.11 81 42 21 199 461 96.50

表 26　蛍光Ｘ線分析結果

第 58 図　胎土化学組成散布図
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試
料
番
号

砂
粒
区
分

砂　粒　の　種　類　構　成
鉱　物　片 岩石片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

黒
雲
母

珪
質
頁
岩

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

脈
石
英

変
質
岩

火
山
ガ
ラ
ス

シ
ル
ト
・
粘
土
塊

合
計

砂

細礫 2 2
極粗粒砂 1 2 1 4 2 10
粗粒砂 7 2 5 2 1 3 2 22
中粒砂 18 18 1 1 1 7 1 47

３ 細粒砂 25 1 29 1 1 2 2 2 1 64
（93） 極細粒砂 24 18 1 43

粗粒シルト 10 2 12
中粒シルト 0
基質 806
孔 44

備考
カリ長石、斜長石は溶融しており、斜長石には微細な針状ムライトが生成している。基質は雲母鉱
物質で、非晶質化が進んでいる。

砂

細礫 0
極粗粒砂 6 1 1 1 3 12
粗粒砂 15 1 8 3 1 6 9 43
中粒砂 16 1 14 1 3 3 1 8 3 1 51

４ 細粒砂 29 10 1 1 3 1 45
（70） 極細粒砂 20 7 1 1 29

粗粒シルト 13 2 15
中粒シルト 4 1 5
基質 863
孔 23

備考
カリ長石、斜長石は溶融しており、斜長石にはきわめて微細なムライトが生成している。基質はや
やシルト質で、雲母鉱物、石英、長石類などから構成される。

砂

細礫 0
極粗粒砂 1 2 1 4
粗粒砂 4 8 2 1 2 1 18
中粒砂 24 28 1 4 57

５ 細粒砂 26 28 1 1 1 57
（85） 極細粒砂 13 11 1 25

粗粒シルト 8 4 12
中粒シルト 1 1
基質 1037
孔 38

備考
カリ長石、斜長石は溶融しており、ガラス化しているものが多く認められる。斜長石にはきわめて
微細なムライトが生成している。基質は非晶質化して酸化鉄が生成し、褐色を呈する。

崗岩類の岩石片が伴われ、他に微量のカリ長石や斜方輝

石、黒雲母などの鉱物片と微量または少量の珪質頁岩、

凝灰岩、流紋岩・デイサイトなどの岩石片と火山ガラス

が含まれる。

　詳細にみれば、試料番号 3と 5では石英と斜長石は

同量程度であるが、試料番号 4は石英に比べて斜長石

が有意に少なく、また多結晶石英と花崗岩類の岩石片が

やや多い。なお、3点ともに長石類の溶融が認められ、

斜長石には微細なムライトが生成しているが、試料番号

3と 5についてはさらに基質の非晶質化も認められてい

る。

2）粒径組成

　試料番号 3は細粒砂をモードとし、試料番号 4は中

粒砂、試料番号 5は中粒砂と細粒砂の両者をモードと

する組成である。

3）砕屑物・基質・孔 の割合

　砕屑物の割合をみると、試料番号 3・4の 2点は 20%

程度であるが、試料番号 5は 15%程度とやや少ない。

Ⅳ　理化学分析

表 27　剥片観察結果
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Ⅳ　理化学分析

第 59 図　中世陶器胎土の鉱物・岩石出現頻度と粒度組成

第 60 図　中世陶器胎土の破屑物・基質・孔 の割合
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Ⅳ　理化学分析

第 61 図　胎土剥片顕微鏡写真
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Ⅳ　理化学分析

E　考　　察

（1）中世陶器について

　3試料（試料番号 3～ 5）の薄片観察結果によると、

鉱物と岩石の種類がほぼ共通していることが確認され

た。胎土中に含まれる鉱物および岩石の種類構成は、胎

土の材料となった砂や粘土を採取した地域の地質学的背

景を反映する可能性が高いことから、3試料は共通する

地質学的背景を有する地域内で採取された砂や粘土を材

料としたと考えられる。

　本遺跡の位置する米沢盆地の地質学的背景は、大沢ほ

か（1986・1988）や日本の地質「東北地方」編集委員

会（1989）、久保ほか（2003）などに詳しい。それに

よれば、盆地周囲の山地を構成する地質の主体は、頁岩、

珪質頁岩、凝灰岩を主要な構成要素とする新第三紀中新

世の堆積岩類からなり、また同時期の流紋岩・デイサイ

トからなる溶岩も分布している。さらに、これら新第三

紀の地質の分布する背後には、白亜紀～古第三紀に貫入

した花崗岩類の分布も記載されている。米沢盆地の堆積

物は、そのような多種の地質が分布する山地を流下した

河川が運んできた砕屑物により構成されているから、堆

積物中には上述した多種の地質に由来する岩石片が混在

している。

　3試料に認められた岩石片の種類構成は、米沢盆地の

地質学的背景とほぼ一致することから、米沢盆地内の堆

積物を材料としている可能性がある。ただし、上述した

米沢盆地の地質学的背景は、最上川沿いに分布する山形

盆地から新庄盆地を経て庄内平野に至る、各盆地および

平野の地質学的背景ともなっている。したがって、薄片

観察結果における鉱物・岩石組成のみからは、山形盆地

から庄内平野に至る堆積物を材料としている可能性も同

程度にあると考えられる。

　そこで薄片観察結果を仔細にみると、試料番号 4で

は他の 2点とは異なる特徴として、石英と斜長石の量

比や基質の非晶質化の程度の違いなどが捉えられてい

る。これは、下記の蛍光 X線分析による化学組成の違

いとも整合しており、今後の産地を示す指標になる可能

性がある。

　ところで、蛍光 X線分析による化学組成の違いは、

産地の違いを反映する可能性のあることが期待される

が、現時点では山形県内では中世陶器の分析事例は乏し

く、南陽市天王遺跡出土の中世陶器 3点の分析事例が

ある。同遺跡の事例では、本分析結果同様 2つの組成

に分類されており、今回の試料番号 3、5に近似する組

成が看取された（パリノ・サーヴェイ株式会社 2010）。

しかし、試料番号 4に近似する組成は見られないこと

から、米沢盆地で出土する中世陶器には、少なくとも 3

箇所の窯産の製品が混在することが示唆される。今後、

最上川流域の各盆地および平野において、中世陶器の窯

跡試料の薄片観察結果と化学組成を蓄積することによ

り、今回の試料の産地についても再評価が可能になると

期待される。

（2）古代の須恵器について

　蛍光 X線分析による古代の須恵器の分析事例では、

庄内平野に位置する鶴岡市荒沢遺跡、酒田市泉森南窯跡、

山形盆地西部に位置する寒河江市平野山窯跡、山形盆地

東部に位置する天童市二子沢古窯跡、山形盆地南縁の丘

陵部に位置する山形市小松原窯跡、山形市オサヤズ窯跡、

山形市三本木窯跡、そして長井盆地に位置する長井市蛇

崩窯跡と米沢盆地北部に位置する南陽市平野古窯跡の各

遺跡がある。現時点では、各窯跡試料とも分析試料数が

少ないため、同一窯跡出土試料間の組成のばらつき状況

が明瞭でない部分もあるが、散布図上での分布範囲を比

較すると、庄内平野の窯跡産の組成は、他の地域の窯跡

産の組成との差異が認められるが、山形盆地と米沢盆地

の窯跡産との化学組成の違いは、散布図上からは区別す

ることは難しい。

　このような状況下で、今回の試料の化学組成を比べて

みると、試料番号 6、試料番号 8・9、試料番号 7・10

に分類できる。

　試料番号 8、9はやはり庄内平野の窯跡産とは異なる

組成であると判断され、山形盆地および米沢盆地の窯跡

産の試料との近似性が窺える。したがって、試料番号 8、

9については、山形盆地あるいは米沢盆地に分布する窯

跡産である可能性が高いと考えられる。

　試料番号 6は、上述した窯跡の分析事例の中に類似

する組成が認められない。しかし Rb-Sr 図では、試料番

号 6は庄内平野の窯跡試料に近似する位置にあること

から、庄内平野の窯跡産であることが示唆される。

　試料番号 7と 10 は、SiO2-Al2O3 図、長石類主要元素



91

図および Zr-Ba 図では山形盆地および米沢盆地の窯跡試

料に近似するが、Rb-Sr 図では庄内平野の窯跡試料にも

近似することから、その評価は現時点では定まらない。

今後とも、山形盆地、米沢盆地および庄内平野に分布す

る窯跡出土試料の分析事例を蓄積することができれば、

より詳細な窯跡の推定が可能になると期待される。
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Ⅴ　調査のまとめ

窪むものと、窪むツマミの中心が少し突出するものがあ

る。縁のカエリは直に明瞭に作出されるものと不明瞭な

ものがある。天井部は回転ヘラ切りと思われ、ナデやケ

ズリの再調整が入る。河川跡出土資料のため一括資料と

いい難い面があるが、河川跡北側のブロックはまとまっ

た出土状況を示す。坏や稜碗の特徴から判断すると、時

期的に川西町壇山窯跡や米沢大神窯跡出土須恵器に対比

される資料と考えられる（阿部・水戸 1999）。

　米沢市大神窯跡、川西町壇山窯跡は、元宿北遺跡の南

約 8.7km に位置する。大神窯跡は米沢市大字下小菅字

大神に所在し、米沢市街地の北西部、川西町の境界と隣

接する成島丘陵の山麓に立地する。平成５年に米沢市教

育委員会による発掘調査が行われ、２基の窯跡、土坑、

排水溝が検出された（米沢市教委 1998）。また、川西

町壇山窯跡であるが、虚空蔵山から張り出した舌状丘陵

に沿って東西 360 ｍ、南北 420 ｍの範囲に分布する須

恵器窯跡群で、昭和 41年に山形大学の柏倉亮吉氏らに

よって調査が実施された。中郡村史の報告によると、大

神窯跡の存在する箇所は、柏倉氏が確認した第７地点

の可能性があるため、大神窯跡も広義の壇山窯跡群の

範疇に含まれる可能性が高いとしている。（米沢市教委

1998）

　このうち、大神窯跡の BN2 窯跡、灰原、DY3 土坑出

土須恵器について当遺跡 SD1 出土須恵器と検討を行っ

た。BN2 は稜碗、坏、蓋、壺、 などの須恵器器種が

出土している。稜碗・碗類はロクロ調整が荒く器面の砂

粒が目立つ。底部切り離しは回転ヘラ切りであるが、底

部の切り離し痕がそのまま残り、底部中央のヘラ切り

痕を調整せずに盛り上がった状態のままになる個体が多

い。胎土には白色の粒子が多く含まれる傾向がある。稜

碗の高台は高く外側に開く形態で、元宿北遺跡出土遺物

はそれよりも高台は低いようである。蓋は、ツマミ部縁

辺の仕上げはやや尖った形状でカエリ部分のすぐ内側に

平坦な面が形成されるものが大部分であるが、元宿北資

料には認められない。元宿北遺跡 SD1 出土資料は大神

窯跡 BN2出土資料に該当するとは言い難い。

１　奈良・平安時代の様相
　元宿北遺跡では奈良・平安時代、中世・近世の遺構と

遺物が確認された（第 62 図）。各時代にわけて考察を

述べたい。

　奈良・平安時代の遺構であるが、SD1 河川跡、SX3

竪穴状遺構、SE4 井戸跡、SK5・10・17・18 ～ 21・

25 土坑が該当する。調査区西側を北流すると考えられ

る SD1 は、奈良・平安時代には概ね埋没し浅い湿地の

ような状態であったと思われる。当河川跡には不要に

なった須恵器・土師器が廃棄されていた。河川跡の東側

には土坑や竪穴状遺構が分布し、集落の一部として利用

されていたものと思われる。井戸跡の存在より建物跡も

存在した可能性は否定できないが後世の撹乱により消失

したと推測され確認されていない。

　次に、奈良・平安時代の遺物について検討する。第

63図に須恵器の出土分布状況、第 64図に土師器の出

土分布状況を示した。最も出土量が多い遺物は須恵器で

ある。第 63図の出土状況では、SD1 河川跡の北東岸、

I ～ K－ 11～ 13、E－ 10グリッドからの出土が最も

多い。また、SE4 井戸跡や SE7 井戸跡も出土量が多く、

周辺でも少量ながら須恵器の出土が確認される。また、

河川跡東側の SX3や土坑群と周辺から、量は多くない

ものの広範囲に分布が認められる。第 64図の土師器の

出土状況であるが、出土量は須恵器より大分少ないが分

布傾向は概ね同様の傾向がうかがわれる。

　SD1河川跡からは須恵器がまとまって出土し、少量の

土師器が伴う（第 66図）。須恵器は、坏、高台坏、稜碗、

双耳坏、蓋、鉢、 、壺、捏鉢、円面硯の器種が確認さ

れる。土師器は坏、 、堝、支脚が出土している。須恵

器坏は底部が回転ヘラ切りで、切り離し後にナデなどの

再調整を行う個体が主体である。底部が回転糸切りの個

体は認められない。また、高台が付く器種はほとんどが

稜碗と考えられる。全体の器形が復元できる個体はない

が、底部は回転ヘラ切りで切り離し後にナデによる再調

整で底面を平滑に仕上げている。蓋はツマミ部の中央が

Ⅴ　調査のまとめ
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　一方、BN2 窯跡よりも時期的に先行すると報告され

ている灰原およびDY3土坑出土資料を検討したところ、

稜碗は高台がやや低く、底面の回転ヘラ切りの痕を二次

調整のヘラケズリやナデによって平滑に仕上げる傾向が

認められた。この傾向は元宿北遺跡の坏・稜碗に類似す

る。

　以上より元宿北遺跡 SD1 出土資料は大神窯跡 BN2 に

先行する灰原、DY3 出土資料や、壇山窯跡出土資料の

年代に相当する可能性が高いと思われ、８世紀後葉頃と

考えたい。

　次に、他の遺構やグリッド出土の須恵器を検討する。

SE4 井戸跡からは SD1 に次いで須恵器等の出土が多い

が、覆土中に中世陶器が混入したり、底部がヘラ切りで

二次調整がある須恵器坏 71や底径がやや小さく回転糸

切りとなる 74などが出土しており時期的なまとまりに

欠ける。また、90 や遺構外の 123 ～ 125 など、底部

が回転糸切り調整の須恵器坏、130 など底部回転糸切

りの高台付坏が出土している。これらは９世紀前半代に

位置づけられると思われるが、まとまった出土状況を呈

していない。遺跡内の撹乱で破壊された遺構や別地点で

の活動に由来する可能性も考えられる。

　生産地については、同時期に操業していたと考えられ

る大神窯跡に由来するとは言えなかったが、壇山窯跡や

遺跡北方の長井市の窯跡群との対比などによる生産地の

検討が必要と思われる。なお、出土須恵器の胎土の内容

も一律ではなく、須恵器の胎土分析の報告（第Ⅳ章第６

節）では分析資料に生産地の違いがある可能性が指摘さ

れている。

　周辺の奈良・平安時代の遺跡について触れたい。遺跡

の南西 250 ｍ、元宿川の対岸の位置に八幡一遺跡があ

る（山形県埋文 2014）。当遺跡で検出された河川跡は

元宿北遺跡の SD1 河川跡に続くと思われる。出土遺物

では平安時代の須恵器・土師器などが出土し、「佛法為」

の刻書が入った須恵器壺底部が出土している。しかし建

物跡等は検出されていない。

　遺跡の南側に隣接する治兵衛館遺跡では、平安時代の

遺構として、竪穴住居跡が１棟、溝跡、土坑、柱穴が検

出されている（川西町教委 1999）。平安時代の遺物は

概ね９世紀前半代に収まるとされる。元宿北遺跡の時期

と一部重なり、SD1 河川跡に遺物を廃棄した集落跡も

この遺跡に存在していた可能性があると思われる。また

八幡一遺跡とも同時期であったと考えられる。

　元宿北遺跡での遺物組成内容を概観すると、須恵器の

出土重量が８割、土師器が２割と須恵器が占める割合が

高い（表 28）。坏や稜碗などが 25％、蓋 9.8％と供膳

具が一定の割合を占める（表 29）。また、円面硯が３点

出土している。組成や硯の出土などから、一般的な集落

跡の遺物出土様相とやや異なると考えられる。ただし検

出遺構から明確な遺跡の性格づけを行うのは困難である

ため、なお周囲の遺跡の調査状況を踏まえて検討が必要

と思われる。

２　中世・近世の様相
　中世に帰属すると考えられる遺構として、SE7 井戸跡、

SE9 井戸跡がある。SE7 は、井戸跡が機能を失って埋戻

された覆土中より 13世紀代の中世陶器が出土した。ま

た、井戸枠材の放射性年代測定では 11 世紀前半～ 12

世紀後半という所見が得られている。ただし、この年代

に関連すると思われる陶磁器等は遺跡内から出土してい

ないこと、井戸枠材は転用材を使用している可能性もあ

ることを考慮し、平安時代末あるいは鎌倉時代に使用さ

れ、中世には廃絶されたと考えたい。また、SE9 は素掘

りの井戸と思われ、底面からの出土木製品は放射性炭素

年代測定で 13世紀代という結果が得られている。井戸

跡周囲には、中世の屋敷跡が存在していたと思われるが、

削平のためか建物の柱穴は確認されなかった。

　当遺跡の中世の遺物として、貿易陶磁の青磁、国産陶

器では越前焼・須恵器系陶器・産地不明の瓷器系陶器が

出土している（第 66図）。

　青磁は鎬蓮弁文が施される青磁碗（153）、小破片で

あるが内面に劃花文が施される青磁碗（154・155）、

無文の体部破片が認められる。鎬蓮弁文の青磁は 13世

紀後半から 14 世紀頃、劃花文の青磁は 13 世紀代と考

えられる。この他、無文の体部破片 156 は胎土・焼成

があまり良好ではなく時期的に後出と思われる。

　須恵器系陶器は、86（SE4-F4）・94（SE7-F）・158（遺

構外）の体部破片のみが出土し、13世紀頃かそれ以後

と考えられる。

　越前焼は 160（遺構外）・162（遺構外）が出土し

た 1）。体部破片のため詳細な年代観は不明である。161

Ⅴ　調査のまとめ
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るものと思われる。なお、周辺遺跡の調査の進捗を含め、

周辺城館や集落との関係を検討する必要がある。

　近世以降の様相であるが、この時期に帰属する遺構は

SD2 溝跡がある。建物などは検出されていない。主に

耕作地として利用されていたと考えられる。陶磁器であ

るが、出土状況にまとまりは認められず、ほとんどが遺

構外出土である。

　江戸時代に帰属する陶磁器であるが、肥前系陶磁器で

は、江戸前期頃と思われる陶器皿（163）や、17世紀

後半～ 18世紀前半頃の陶器碗（164）、磁器染付碗（178）

がある。産地不詳であるが、17世紀代と思われる擂鉢

（175）がある。その他産地不明の陶磁器は、陶器（168）、

陶器土瓶（170）、陶器徳利（172）、磁器染付碗（179）

が認められるが江戸後期や終末のものと思われる。成島

焼（174）もこの時期に伴うと思われる。

は越前焼に類似する瓷器系陶器 の体部破片で平行線と

×を組み合わせるスタンプ文が認められる。福井県西

山窯跡群出土の越前焼に類似するスタンプ文があるが全

く同一ではない。西山窯跡群の資料は主に 13世紀後半

時期と考えられ（福井県埋文 1999）、これに近い年代

の可能性も考えられる２）。

　この他、 85（SE4-F2）・93（SE7-F2）・104（SD8）・

鉢 95（SE7-F2）・159（遺構外）が出土している。93

は胎土に小礫や白色の粒子が入る。生産地は不明である

が北陸方面の窯跡の可能性もある３）。

　中世陶磁器は、13世紀代を中心とする遺物群が比較

的出土している。それ以後の時期は青磁片などがあるが

点数が少ない。第 65図に中世陶器の出土重量分布を示

した。出土地点は限られており、SE4 や SD9 とその東

側のグリッド、SE7 などに確認される。

　周囲の中世の遺跡としては治兵衛館遺跡（川西町教委

1999）がある。当館跡の築城者は那須治兵衛、戦国期

の時期とされる（山形県教委 1995）。発掘調査では掘

跡の一部や、中世に帰属する可能性がある井戸跡などが

確認されている。遺物は内耳土鍋や瓦質の擂鉢などが出

土しており 15～ 16世紀代と思われる。

　元宿北遺跡の中世遺構や出土遺物の時期は、鎌倉期に

さかのぼるものであり、報告書に掲載されている遺物等

から判断する治兵衛館よりも古い時期となる。

　また、元宿川の西側対岸である八幡一遺跡では、中世

の井戸跡や柱穴群が検出された。13 ～ 14 世紀代と考

えられる青磁や陶器なども出土している（山形県埋文

2014）。元宿北遺跡の同時期に存在した集落跡と考えて

もよさそうである。

　鎌倉時代の当地域は伊達氏侵攻以前の長井氏の支配下

にあったと考えられる。また遺跡に近い大塚城は大塚氏

を城主とする鎌倉期の築城とされ、元宿北遺跡は大塚地

区や周辺の在地の領主に帰属する集落の一つに帰属され
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註

１） 　福井県教育庁埋蔵文化財調査センターにおける資料比
較検討で越前焼との所見をいただいた。

２） 　福井県西山窯跡群で報告されているスタンプ文には類
似する資料はあるが平行線文が縦方向になることや、胎
土の含有物の相違などがあり、越前焼に類似するが断定
できないという見解をとることとした。

３） 　新発田市教育委員会で新発田城跡出土の中世陶器や新
発田市内の窯跡出土遺物に該当するものがあるかどうか
比較検討を行った。その結果、元宿北遺跡の産地不明の
瓷器系陶器は胎土に白色の小礫をやや多く含み、笹神窯
の製品に類似するものがあるが底部の作り出しが相違す
る点などが認められることから笹神窯の製品と断定はで
きないものの、未知の北陸産陶器の可能性も否定できな
いという結果であった。市教育委員会の鶴巻氏によれば、
笹神窯の可能性がある資料としては、南陽市上野遺跡第
１次調査の資料が該当するという（山形県埋文 2006・報
告書第 39図 34・38・40）。13 世紀後半と考えられる時
期で、胎土に荒い石英や長石粒が多く、口縁の上段に段
を設けるのも特徴として認められる（第 39図 38）。新潟
県埋蔵文化財センターが調査を行った赤坂窯（新潟県埋
蔵文化財センター 2002）がこの遺物と類似している。赤
坂窯は笹神窯群の南限にあたり、阿賀野市（旧安田町）
に所在する。
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第 64 図　土師器の出土重量分布
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表 28　SD1 出土須恵器・土師器重量

重量（g） ％
須恵器 4,874 83.67
土師器 951 16.33
合計 5,825 100.00

Ⅴ　調査のまとめ

種別 器種
掲載遺物 掲載外遺物

合計 ％
口縁 その他 口縁 その他

須恵器

坏 6 3 5 3 17 15.18%
稜碗 0 6 0 0 6 5.36%

高台付坏 1 2 0 1 4 3.57%
双耳坏 0 1 0 0 1 0.89%
蓋 9 2 0 0 11 9.82%
鉢 0 1 0 0 1 0.89%

3 14 0 4 21 18.75%
壺 2 1 0 1 4 3.57%
こね鉢 0 1 0 0 1 0.89%
円面硯 1 0 0 0 1 0.89%

土師器

坏 1 0 0 1 2 1.79%
0 6 2 30 38 33.93%

堝 1 0 0 2 3 2.68%
支脚 0 2 0 0 2 1.79%

24 39 7 42 112 100.00%

表 29　SD1 出土須恵器・土師器出土点数

0 20m

1:600 第 65 図　中世陶磁器の出土重量分布
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遺跡内出土中世陶磁器
青磁：153 ～ 155　越前焼 ：160・162
須恵器系陶器 ：86・94・158

　　　鉢・擂鉢：93・159
瓷器系陶器　 ：85・87・95・104・161

第 66 図　SD1 出土須恵器・土師器・遺跡内出土中世陶磁器集成図
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写真図版 1

遺跡遠景（北東から）

調査区全景（北西から）



写真図版 2

1 区北西壁東端断面（南西から）

調査区近景（調査前：西から） 1区表土除去（北から）

1区面整理作業（北から） 1区 SE4 精査状況（南西から）

SE7 井戸枠取り上げ作業

1区北西壁中央部断面（西から）

1区北西壁西端断面（西から）



写真図版 3

1 区遺構検出状況（南西から）

1区 SD1 河川跡検出状況（南西から）



写真図版 4

１区完掘状況（北から）

１区東側完掘状況（北から）



写真図版 5

２区 SD1 河川跡検出状況（南西から）

1区北西壁断面（南東から）



写真図版 6

１区 SD1 河川跡 RP109 須恵器円面硯出土状況（西から）

1区 SD1 河川跡 RP43 ～ 45 須恵器蓋出土状況（北東から）

1区 SD1 河川跡 RP61 須恵器壺出土状況（北東から）

１区 SD1 河川跡 RP110 須恵器こね鉢出土状況（西から）

１区 SD1 河川跡南側断面（南西から）



写真図版 7

1 区 SD1 河川跡遺物出土状況（北東から）



写真図版 8

1 区 SD1 河川跡遺物出土状況（北東から）

1区 SD1 河川跡完掘状況（北東から）



写真図版 9

1 区 SE4 井戸跡断面（西から）

1区 SE4 井戸跡断面（北から）



写真図版 10

1 区 SX3 竪穴状遺構完掘状況（西から）

1区 SE4 井戸跡完掘状況（西から）

1区 SE4 井戸跡 RP33 須恵器坏出土状況（北から）

1区 SX3 竪穴状遺構遺物出土状況（北西から）

1区 SE4 井戸跡 RP58 須恵器坏出土状況（西から）



写真図版 11

1 区 SE7 井戸枠断面（南から）

1区 SE7 井戸跡断面（北から）

1区 SE7 井戸跡 RP32 須恵器系陶器出土状況（西から )

1 区 SE7 井戸跡精査状況（西から）

1区 SE7 井戸跡内木製品出土状況（南東から）



写真図版 12

1 区 SE7 井戸跡曲物出土状況（西から）

1区 SE7 井戸跡 RW103 出土状況（南から）



写真図版 13

1 区 SE7 井戸跡完掘状況（南から）

1区 SE7 井戸跡西面井戸枠（東から）



写真図版 14

1 区 SE9 井戸跡完掘状況（北から）

1区 SE9 井戸跡断面（南から）



写真図版 15

1 区 SK5 土坑完掘状況（西から）

1区 SE7・9井戸跡完掘状況（北から）

1区 SE9 井戸跡板材出土状況（北から）

1区 SK5 土坑断面（南東から）

1区 SE9 井戸跡精査状況（北から）



写真図版 16

1 区 SK23 土坑断面（東から）

1区 SK19 土坑断面（南から） 1区 SK19 土坑完掘状況（西から）

1区 SK20 土坑断面（南から） 1区 SK20 土坑完掘状況（西から）

1区 SK21 土坑断面（北西から）

1区 SK22 土坑 RQ19 砥石出土状況（東から）

1区 SK21 土坑完掘状況（北から）



写真図版 17

1 区 SP16 柱穴完掘状況（東から）

1区 SK25 土坑断面（北西から） 1区 SK25 土坑完掘状況（西から）

1区 SP11 柱穴断面（南東から） 1区 SP12 柱穴断面（南東から）

1区 SP13 柱穴完掘状況（南東から）

1区 SP15 柱穴断面（南東から）

1区 SP14 柱穴断面（南東から）



写真図版 18

1 区 SD1 河川跡 RP132 須恵器稜碗出土状況（北から）

1区 SP24 柱穴断面（南東から） 1区 RP1 青磁出土状況（南東から）

1区 RP12 須恵器 出土状況（北東から） 1区 SD1 河川跡 RP68 土師器 出土状況（南から）

1区河川跡 SD1RP40~42 ・112 須恵器壺出土状況（北東から）

２区 SD1 河川跡 RP88 須恵器 出土状況（北から）

1区 SD1 河川跡 RP48・49 須恵器 出土状況（西から）
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SD1 河川跡出土須恵器
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SD1 河川跡出土須恵器
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SD1 河川跡出土須恵器
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SD1 河川跡・SX3 竪穴状遺構・SD8 溝跡出土須恵器・土師器・陶器
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SE4・7 井戸跡・SK5 土坑出土須恵器・土師器・陶器
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SE7・9 井戸跡・SD8 溝跡・SK18・20・23・25 土坑出土須恵器・土師器・陶器
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SK25 土坑・遺構外出土須恵器・土師器
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遺構外出土須恵器・土師器・陶磁器
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遺構外出土陶磁器・土器・土製品
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SE7 井戸跡出土木製品（曲物）
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SE7 井戸跡出土木製品（曲物）
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SE7 井戸跡出土木製品（曲物）
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SE7 井戸跡出土木製品（曲物・加工材・板材）
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SE7 井戸跡出土木製品（板材・井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7 井戸跡出土木製品（井戸枠材）
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SE7・9 井戸跡出土木製品（井戸枠材・板材）
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金属製品・石製品
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集落跡

奈良・平
安時代

井戸跡　　　　   １
河川跡 １
土坑 ９
竪穴状遺構          １

須恵器
土師器
 

奈良・平安時代の河川
跡を中心に８世紀後葉
の土器がまとまって出
土。３点の円面硯な
ども出土した。中世
では、２基の井戸跡が
検出され、SE7 には井
戸枠が残されていた。

（文化財認定箱数：21）

中世
井戸跡 ２
河川跡 １
柱穴

陶磁器
木製品
石製品

 近世   溝跡　　　　　　    陶磁器
   木製品
   石製品
　

要 約

　最上川に合流する元宿川の東岸の谷底平野に立地する。標高は約206ｍを測る。奈良・平安時代、中世、
近世の複合遺跡である。
　奈良・平安時代では、河川跡１条、井戸跡１基、竪穴状遺構１基、土坑などが検出された。河川跡に
は、８世紀後葉の須恵器がまとまって廃棄され、河川跡の東側には土坑や竪穴状遺構が分布する。また、
３点の円面硯が出土し、官衙や寺院などに関連する施設が付近に存在する可能性が考えられる。
　中世は鎌倉時代頃と推定される２基の井戸跡が検出された。SE7 には井戸枠が良好な状態で残され、
曲物などの木製品も出土した。遺物は、青磁や須恵器系陶器、越前焼などが出土した。調査事例が少な
い当地域の中世集落の様相や陶磁器の流通の一端を明らかにすることができた。
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